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ブ
，ラ
ン
キ
と
い
え
ば
、
：と
か
く
革
命
的
な
秘
霧
社
や
政
辕
暴
動
の
指
導 

者
♦か
連
想
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
裏
書
き
す
る
ょ
ぅ
に
、
し
ば
し
ば
引
甩
さ
吖 

る
の
はH

ン

:^
ル
ス
.の
次
の
^

0
な
評
言
で
あ
る
。

い
わ
く
、

「

ブ
ラ
ン
キ
は 

宛
来
放
治
的
雙
叩
家
で
ぁ
って'、
'入
興
の
悲
歎
.に
同
情
を
も
つ
感
情
の
み
に
ょ
，
 

る
社
会
主
義
者
で̂

る
。
し
か
し
社
会
主■
匁
理
論
も
も
た
な
け
れ
ば
、
社
会 

の
：
|
定
の
実
際
的
提
案
も
も
た
ない：
。

■

…
…

ブ
ラ
ン
キ
は7 0

来

「

行
動
の 

人」

；で
あ
っ
て…

…

前
狀
の
革
命
家
で
あ
る

」

^

(

1

)

マ
ル

タ

^
ェV

ゲ
ン
ス
金
集
一
改
造
社
版
、

第
十一
一
巻
一一
一
七
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つ
ま
り
、
プ
ラ
ン
キ
は
、.無
哲
学
、
無
理
論
で
、
，た
だ
た
だ
現
状
破
壊
を
め 

ざ
し
て
.猪
突
邁
進
す
る
と
こ
ろ
の
衝
動
的
な
f

、王
義
者
で
あ
る
と
い
ぅ
の
で 

あ
る
。
た
し
か
に
ブ
ラ
ン
年
の
中
に
は
こ
の
よ
ぅ
：な
適
想
や
評
言
に
十
分
抗
し 

.
プ1

フ
ッ
キ
.仏
^
す
る
断
片
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.
:
I
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-
r
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き
れ
な
.い
側
面
が
あ
る
-
と
は
否
む
-
と
は
で
き
な
.い
が
、
し
か
し
、
こ
の
よ 

う
な
侧
面
だ
け
を
し
ら
ベ
て
ブ.ラ
.
.ン
キ
を
片
付
け
よ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ 

は
明
ら
か
に
—-
方
的
な
速
断
.で
あ
'？
て
、
ブ
ラ
ン
キ
自
身
に
と
つ
て
酷
に
す
ぎ 

る
も
の
で
あ
ろ
う
。
"

ン
ゲ
ル
ス
の
ブ
ラ
ン
キ
批
評
の
霞
が
い
ず
こ
に
あ
つ 

.た
め
ヵ
ハ
う
力.
.い̂
知
る
こ
■.と
は
.で
き
な
い
が
、.，
と
も
か
'く
こ
の
種
の
ブ
ラ
ン 

キ
批
評
、亦
，エ
ン
ゲ
ル
ス
の
権
威
に
助
け
ら
れ
て
広
く
行
わ
れ
、
今

R
ブ
ラ
ン
キ 

批
評
の
一
为
の
代
表
的
見
解
と
な
，つ
て
し
ま
？
て
：い
る
こ
と
は
疑
う
ご
と
が
で 

き
な
い
。
久
し
く
行
わ
れ
で
い.た
こ
の
；よ
う
な
ブ
ラ
ン
キ
批
評
の
甚
だ
し
く
不 

当
で
.あ
る
こ
と
を
初
め.て
指
摘
し
た
人
は
、
修
正
派
社
会
主
義
の
創
唱
者
と
し 

て
知
ら
れ
て
い
る
べ
ル
ソ
シ
ラ
タ
ィ
ン
で
あ
つ
た
。
し
か
し
、

•
彼
は
、
こ
の
問 

.
題
を
修
正
主
義
めi

->
.
2
E名
れ
て
い
る
そ
の
著
作

『

社
i

義
の
前
提
と
社 

会
！

g

連
党
の
任
務』

(

一
八
九
九
年)

の
中
で
、
：
マ
ル
ク
シ
ズ
ム
の
分
析
に
関
連 

し
て
难
:'
^
し
：た
に
.止
つ
た
0

^
め
^
を
う
け
て
ブ
ラ
ン
キ
胃̂

M
の
た
め
の
系 

_

な
研
^
办
漸
く
相
次
い
で
行
わ
れ
る
に
至
つ
た
。
.そ
の
主
な
る
も
の
を
挙.

V 

(

2) 

Y
3

) 

S
4
> (

5)

げ
れ
ば
、
.
ま
ず
ジ
土
ダ
ァ
土
 
：ス
.、
ド
'マ
ン
ジH

、
：
メ
|
ス
シ
、
小
生
等
の
研
発>

.

: 

T 

(

一■五
九)

1
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大川一司編『国民所得』

グリーン編『プロテスタンチズムと資本主義 j  .…

石原忠男著『恐慌の経済理論J j  *    

今 津 晃 著 『アメリ力革命史序説』......................

今井則義(他)著 『日本の国家独占資本主義』........

伊東勇夫著『現代日本協同組合論』.......................

池内信fT編 『中づ、企業論』 •

 ••大 熊 一 郎 85

  渡 辺 国 広 86

 常 盤 政 治 87

 中 村 勝 己 88

 寺 尾 誠 89

 高 山 隆 三 90

 佐 藤 芳 雄 91



さ
ら
に
ド
，マ
ン
ジ
ヱ
の
大
著
、
そ
れ
か
ら
最
近
に
出
た
ス
‘ピ
ッ
ツ
ア
の
^

M
な

ど
力
と 

_れ
.て
あ
る
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4
4
.
1
9
2
9
)

し
：

(

•5
0
, 

'
平
井
ノ
新
ブ
ラ
シ
キ
の
階

：

級
闘
争
説
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
説

(

三 

:

田
学
会
雑
誌
、.ニ
十
五
卷
ニ
夸;:
'
昭
和
六
年)

(
6
)
b
o
m
m
a
n
g
e
t
;

 

L
e
s

 

i
d
€
e
s

»d0
1
i
t
i
q
u
e
s

 
e
t

 

M
o
c
i
a
l
e
s

 

c
T
A
u
g
u
s
t
e

 

B
i
a
n
q
u
i
.

 

1
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(

7) 

S
p
i
t
z
e
r
;

 

T
h
e

 

r
e
v
o
l
u
t
i
o
n
a
r
y

 

T
h
e
o
r
i
e
s

 

o
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L
o
u
i
s

 

A
u
,

 

g
u
s
t
e

 

B
l
a
n
q
u
i
'
M
9
5
7
.

お
ょ
そ
革
命
家
と
呼
ば
れ
る
人
々
の

中
で
ブ

ラ

ン
キ
の
生
涯
ほ
ど
波
乱
方
丈 

を
き
わ
め
た
も
の
は
な
い
で
あ
ろ
ぅ
。
ニ
回
の
死
刑
宣
告
、
十
五
回
の
訴

M
事

.：
 

件
、
三
十
三
力
年
余
の
牢
獄
生
活
、
十
力
年
余
の
追
放
、
.加
う
る
に
あ
ら
ゆ
る

.
崖

^
迪
害
'̂
欺
.

_
レ
か
し
何
も
の
も
彼
を
打
碎
く
：こ
と
が
で
き
デ
、
.
何
も 

.
'
.
の

.^
彼
の
.志
.節
を
奪
う
こ
と
が
，で
き
な
か
っ
た
。
彼
を
何
ょ
り
も
特
敬
づ
す
る 

の
，は
、.，プ
,ロ
メ
テ
ゥ
ス
を
思
わ
せ
る
彼
の
絶
倫
な
る
エ
ネ
ル
：ギ
ー

と
.

不
撓
不 

屈
の
雜
力
で
あ
っ
た
。
革
命
家
と
い
え
ば
、
と
か
く
、
理
論
の
弱
さ
、
知
性 

.
,
'の
隹
し
さ
、_

強
不
退
を
满
想
さ_せ

る
.;
°
し
が
し
”

.
は
通
用
：し
な.い
。
ブ
ー
フ
ン

f

に
接
し
た
人
は
誰
で
も
ロ
を
そ
ろ
え
て
そ
の
非
凡 

な
知
性
を
た
た
東
る
ノ
か̂
て
ラ
マ
；ル
チ
ン
”は
ブ
ー
ル
ジ
ュ
辦
件
の
法
廷
で
彼 

め
寸
ぐ
れ
て
高
い
学
識
に
：心

か

ら

馨

を

：表
し
、

':
ミ
ル
：ク
ー
ル
は
彼0
深
い
教 

養
を
た
た
え
：.て
い
る
■ °
そ
れ
は
彼
の
頭
脳
が
常
に
新
し
い
知
識
を
探
求
し
て
止 

办
こ
と
が
な
い
か
ら
で
あ
る:,
.0
何1

つ
被
の
興
味
を
ひ
か
な
い
も
の
は
な
か
っ 

.免
。
彼
の
研
究
心
は
自
然
科
学
、
M哲
学
、
：社
会
学
、■経
済
学
、
。
擊

と

行

く

と 

:
:し
：て
止
ま
.る
と
こ
ろ
が
な
か
っ_た
0
';
彼
は
ギ
リ
.シ
：ャ.語
、
：
ラ
テ
ン
語
の-^
i

⑽ 

か
ら
ィ
^
リ
ブ
語
”
英
語
め
敗
代
語
に
通
暁
し
て
お
り
、
こ
の
知
識
は
ま
た
彼 

の
一一!

日
語
学
の
，研
究
を
可
能
に
し
た
。
彼
は
：広
く
こ
れ
ら
に
関
す
る
雑
詰
、
単
行 

本
、
地
図
を
無
上
の
喜
び
を
も
っ
て
耽
読
し
、
常
に
ノ
ー
ト
を
と
る
こ
と
を
贯 

ら
な
：か
っ
た
。
し
か
も
彼
は
生
来
、
非
凡
な
記
憶
力
に
恵
ま
れ
て
い
た
。

い
つ
、
ど
•こ
か
ら
彼
は
こ
の
ょ
う
な
知
識
を
獲
得
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
0
全 

生
涯
を
日
夜
蔽
う
革
命
運
動
の
た
め
に
東
奔
西
馳
す
る
彼
に
安
息
と
思
索
の
場 

を
与
え
た
も
の
は
相
次
ぐ
彼
の
牢
獄
生
活
で
あ
づ
た
の
で
あ
る
。
獄
舎
は

い
わ 

ば
彼
の
移

動

研

绝室
と
も

い
.

う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

フ
ォ
ン
ト
ヴ
口
ー
で
は
ク
ー
ル
タ
ン
の
近
代
百
科
辞
典
を
座
右
に
お
い
て
全 

.般
に
直
る
知
識
の
吸
収
と
整
理
に
つ
と
め
、

モ
ン
•
サ
シ
.
ミ
ッ
シH

レ
で

/

ッ
ー
ル
や
ブ
ロ
ァ
に
入
獄
中
の
と
き
以
上

—

に
.特
に
.政
治
学
を
研
究
、
ベ

リ‘

V

 

で
は
経
済
学
と
歴
史
学
の
研
究
に
熱
中
し
た
。
ド

ウ

ラ

ンで
は
政
治
学
と
歴
史 

学
、
サ
ン
ト.
ベ
ラ

ジ

ー

と

ネッ
ケ
ル
で
は
一
ー
月
著
史
と
哲
学
と
医
学
、
.
そ
. 

し
て
トー

ロ
ー
城
で
は「

泥
に
ま
み
れ
た
、
，ち
っ
ぽ
け
な
地
球
の
こ
と
な
ど
は 

'問
題
に
し
な
い」

で
狂
気
の
如
く
大
宇
宙
の
中
に
身
を
投
じ
、
天
文
学
の
#
i6 

と
無
限
大
.に
，.旅
.し
.、，

ク
レ
ー
ル
ヴ

ォ
.

—

，
で

は

、軍
事
問
題
を
検
尉
し
た:0
お
よ 

そ
人
文
的
な
いか
な
る
も
の
も
プ
ラ
ン
キ
の知
ら

な

い

も

のは
な
か
っ
た
。
そ 

の

澈

養

は

，広

大

.

で
‘、
そ
カ
疲
れ
を
知
ら
ぬ
好
学
心
は
あ
ら
ゆ
る
学
問
襲
に
及 

.

ん
だ
。
数
学
、
立̂

.
各
国
の
予
算
、
政
情
等
そ
，の
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ち
な 

.か
っ
た
ノ
簾
強
記
と
は
ま
さ
し
く
彼
に
ふ
さ
わ
し
い
言
葉
で
お
ろ
ぅ

。

■:
:

ブ
ラ
シ
キ
は
読
書
の
か.た
わ
ら
常
に
.ノ
ー
ト
を
と
る
こ
と
を
忘
れ
な
か

y

 

た

.0
彼
の
頷
い
ノ
ー
ト
令
見
る
と
、
彼
の
：読
書
や
渉
撒
の
範
囲
が
驚
く
対
ど

.広
：
 

く
、無
論
フ
ラ
シ：

ス
の
文
献
だ
け
で
.は
な
い
こ
と
が
^

る
。
し
か
し
彼
の
哲
学
、 

社
会
学
"
：経
済
学
に
.
に
影
響
を
与
免
た:%
の
，
は

、
.
古
典
で
あ
り
、
，わ
げ
：て
も 

フ
ー
フ
ン
ス
へ
の
古
典
で
は
な
斧
っ
：た
か
と
思
ぅ
。
彼
の
政
治
思
想
や
^
!
軟
術
も 

.
•
ま

た

多

く

：
マ

1
フ
：ン

^

か
ら
得
た
も
<0
.で
あ
り
、

..

.

フ

ラ

シ

ス

'

の
特
殊
な
政
治
状
況. 

に
関
連
し
.て
生

れ

允
. ^

の
'で
あ
る

。
彼
の
論̂

は̂

ど
フ
ー
フ
ン
ス人
に
向
け
.ら 

れ

た
,°
フ
ラ
シ
ス
办
実
証
主
義
者
ハ
馨
学
者
バ
ス
チ
ア
、
へ
無
政
證
義
者

。
7.
.

'

ル
，丨.
ド
.
'' /

、
.
第

I
.

ィ
.y .
'

タ
.

.

Iナ

タ
'
a'

ナ
ル
.
.の
フ
，ラ.
^

.ス

.
支

部

の.
人

々

、'」

，チ
：
.
エ
I
 

ル
や
ラ
：
'
1フ
：ン
、
.
ス
.
の
ブ
：
ル
：ジ

ョ

ワ

ジ
I

の

代

表

盡

に

向

げ

ら

れ

た

？
；

:.

;

に
対
す
る
好
意
的
な
記
事
や
シ-
.ル
ツ
ヱ
•
'デ
ー
リ
ッ
チ
.に
対
す
る
墜
思
あ
る 

批
評
な
ど
が
散
見
さ
れ
る
。
彼
は
自
ら
強
硬
な
愛
国
者
で
あ
り
な
が
ら
マ
ッ
チ 

i

、
.ガ
ル
バ
.：ル
.デ
：ィ
、'
オ

ー

ラ

ン

ネ

ル

，
、

：

コ
，を

ユ

.
丨
ト
等
の
民
族
主
義
者
：に.
 

反
感
を
.：̂
だ』

兄
^>
た
0

.
;
ま

た

彼

の

ノ

ー

ト

に

は

ハ

イ

ネ

、

へ
.
.
ル

ツ

ヱ

ン
、

パ
 

ン
ク
ー」i

シ
等
の
著
作
が
ら
の
引
用
が
見
ら
れ
る;0
,
マ

ル

ク

ス

，
と
：
の
.
関

係

に

つ

い
 

て
は
、
：次
に
述
べ
る.通
り
浪
人
の
想
像
以
上.に
深
<
、
が
つ
塞
な
も
の
.が
あ 

.
っ
た
0
ブ
ラ
：ン
キ
は
い
：ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
”て
実
に
よ
く
書
い
た
。
生
涯
、 

獄
舎
か
.：ら
獄
舎
>
.い
、プ
囚
わ
れ.の
.身
と
し
て
こ
れ
ほ
ど
書
い
た
人
は
他
に
は
あ 

る
ま
い
。
彼

の
:1
1
稿
の
大
部
分
は
今
日
ま
で
に
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。
印
刷
さ 

れ
て
新
聞
や
雑
誌
や
ハ
ハ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
掲
載
さ
ね
た
も
の
も
今
日
で
は
中
々
見 

る
こ
と
は
で
音̂

く
な
'っ
て
い
:^
。
そ
の
中
、
最
も
重
要
な
政
治
的
、
社
会
的 

.
の
著
作
は
.

r

社
会
批
判」

(
c

r
i

t
i

q
u

e

 

s
o

a
a

l
e

,
;

 

1

00
00
5

.

)

、「

危
機
の
祖
国」

8

»
 

p
a

t
r

i
e

 

e
n

 

d
a

n
g

e
r

,

 

1
8

7
1

)

で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

:

.

ぎ

: 

'ブ
ラ
ン
キ
と
マ
ル
ク.：ス
と
の
個
人
的
関
係
に
つ
：：い
て
派
べ
よ
^
0
'両
人
は
会
. 

う
機
会
が
あ
っ
た.で
あ
ろ
う
か
。
炎
際
に
会
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

:

ノ
マ
>1
.
ク
。ス
：は1
\
:八
四
1
|
1年
十
月
末
、
；。ハ：¥
 

を
初
め
た
.. 

頃
、.
ブ
‘ラ
ン
キ
は
モ
ン
•
サ
ン
.n

ぐ
ッ
シH

ル
の
獄
舎
に
監
禁
さ
れ
、
こ
こ
で 

重
病
に
ぶ
亦
？
て
、
：；

i

八
四
姻
解
の
春
頃̂

で

と

：
の

地

に

此

.

.
っ 
ッ
I
 

ル
に
移
さ
れ
て
か
ら
も
、
な
お
病
勢
が
恶
化
し
、

ー
八

@
六
年
春
4
な
ら
て
、

や
っ
：ど
病
薄
を
出
て
訪
問
客
ぶ
会.？
た
り
、
少
し
ず.つ
政
治
活
動
が
で
き
：る
よ 

■

.
へ

.: 

.-.
:
.
。

.

.
:
'
:
:

へ

.

V
-
-

.

3
 

 ̂—

パ
無
論
、へ：博

ブ

ラ

ン

.キ
の
こ
と
で
あ
り
、

ヨ
-:
|

:

へ.ロ
-'

ッ

邊

の

急

進

王

義

者

達

\ 

の
こ
：ぁ

に

つ

い

そ

も

ょ

く

知

？
て
い
：た

0

'

彼

の

ン

；丨^ ;

の
ハ
中
に
へ
は
ラ
.

ッ
；サ̂

'
'-
ン
ブ
ラ
シ
キ
.に
関
す
る
断
片
.；；



' 

.

.
:
ぅ

.
に
'

な
，っ.
た

め

'
で
あ
る
0
,
マ
.
ル

ク

.

ス
、が
フ
•ラ
シ
.
'

ス
..

.を

.追

放

さ

れ

た

：
の

は

，

j.

A
四
_ 

'
:ぐ
五
，年」

：月
ィ
_|
ハ
ロ
の
こ
..と
.で
■あ
る
.が
、V
.マ.
=ル
.ク
：.ス
.
.の
々
リ
^
^
1中
は
；丁
度
プ
：ラ. 

>
キ
の
病
臥
中
欠
当
っ
て
お
っ
て
、
若
い
マ
ル
ク
ス
は
十
三
年
長
の
ブ
ラ
ン
キ 

と
遂
に
会
ぅ
こ
と
が
な
か
っ
た。

.

フ
ラ
ン
ス
を
追
わ
れ
た
マ
ル
ク.ス
は
べ
ル
ギ
I
の
ブ
ラ
ッ
セ，
ル
に
落
着
い
た 

.

:が
,
と
の
地
：で:1
}

時
の
撤
々
の^:
_

義
の
体
^
、
殊
に
力
べ
I
と
ヮ

ィ

ト

リ
 

:

_.ン
:>
の
体
系
を
騎
め
麵
に
か
け
た
。
一'

J:

八
四
七
年
七
月
、-'
:
.
-
'
マ
少
：ク
，ろ
は
：。ハ
リ 

:

で

、

プ

ル

ー

ド

：
ン

批

倒

を

骨

子

と

し

た

、
：窗

学

め

：
食

歷

-
を

出

版

し

た

，
が
、

ブ 

"
ラ 

>
:

キ

は

と

-
の
齋
を
読
み
ハ-と
れ
を
^
^
^ ̂

.

.

.

c

iN
i
c
o
l
a
r
e
l
k
y

 

M
o
e
n
c
i
l
e
l
l
-
B
e
l
f
s
; 

K
a
r
l

 M
a
r
x
,

 

J
, 
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'

.1

八
三
：六

年

以

来

。
ハ

リ

に

「

1£
-
義

者

同

搜

」

9

-2
:
-B

u
u
d

a.eH:Ge3rech

丨 

汗
:'
«)

：と
：称

す

る

ド
.イ
艺

の

急

進§

家

を

中

心

：と

す

る

秘

|

^
社

が
^:
り

、
へ
思 

想

上

欠

扣

；
い
.
て

^
組

織

上

：贮
お
：
い

で

も

バ

ブ

ー

フ

主

義

に

な

ら

：：

.っ
て
い
；
た
。
、
こ 

.の
同

盟

め

前

身

で

あ

る

,
£命
者

同§」

0
6
2
:
;
8
,
1
1
1
 ̂

d
e
r

 

.
G
e
fa
J
l
e
t
e
n

) 

が
ー
フ
ラ
ン
ー
ス
の

「

人
^

^

な
：ら.っ
て

い

た

よ

ぅ

に

、

「

正

義

者

展~
は 

.
1
M
、

^

^
に

ブ

ラ

ー

キ

ら

の

指
^

^
た

土

既

季

雙

穿

に

な

ら

い

、
：
あ

た

' 

か

も
.

「

四
.季

烫

^

の

ド

す

支

部

た

る

め

観

が

あ

っ

た

。
.
こ

の

同

盟

も

，

.

j:

時
.： 

は

ヮ

イ

ト.リ
ン「

グ
の
共
産
生
義
思
想
に
芰
配
さ
れ
て
い
た
が
、
次
第
に
;
?ル
.ク 

シ
ズ
ム
に
^

j

す
る
こ
と
と
な
？
た
°
マ
ル
タ
ス
と
工
ン
ゲ
ル
ス
が
正
式
に
こ

.

四

C

一
"
六

5
 

の

僵

に

加

入

し

た

：：
の
：
は
.
；
一
A

四
七
年| i

月
の
'
'こ
：と
で
：.あ

る

が

"
同
年
六
月 

ノ
.

「

共
産
主
義
者
同
盟」

：.
.
.
Q

e-H. Bu
n
d

 .
d
e
r
-
K
o
m

 

日

5;misten.) 
'ど
改
%
さ 
t 

た
。

マ
ル
ク
ス
は
同̂

^
:一,月
末
、
こ
の
.同
盟
の
第
二
回
大
会
に
出
席
し
た
が 

こ

の
大
会
で
長
時
間
の
討
論
の
結
果
、

マ
ル
ク
ス
と
ヱ
ン
ゲ
'：
ル

，
ス

の

、
五

張

し

た 

M
領

ど
-^
術
の
.1:
則
が
採
択
さ
'*
1
3
1
^
|
の
宣
言
文
.の
起
|

^

が--
-
一 人
に
委
嘴 

'さ
れ
た
:0
'
.こ
，
.の
結
3

^
成
さ
れ
た
'の
，か
：. -
1

共
産
党
宣
言1-
で
あ
る
こ
と
は
人
の 

よ
べ
知
；っ
て
い
；る
ど
こ
ろ
：
.で
あ
^
。.
宣
言
が
：'ロ
ン
'ド
シ
で
、
し
か
も
ド
ィ
ッ
纽
ロ 

で
出
版
さ
れ
た
時
、.あ
た
：が
も
。ハ
リ
で
は
ニ.

が
起
っ
た
。
.

:
:..
:
-
.
'

(

::
1
:
>
/
と
'
£發
の
事
潜
の
詳
細.に
つ
.い
で
は
拙
槁
5

1
党
宣
言
前
史
の

ぐ
4
*
i
:;s
is
学
会
.雜
認
第
二
十
寒
第
六
号

〕

.

「

マ
ル
ク
；シ
：ズ
ム
前
史

」
(

三 

•

:.
:田
学
会
■

.m
第
：

il 
ナ 

T

5 第一;
s

.-

:

ン-.
'入.
，

.
'
. 

. 
•

■

:•
.
.
.
.
.

 

.

.

.

.

.

 

•

ブ
ラ
ン
.キ
は
n
夜
、
激
し
い
^

^
に
追
わ
れ
で
い
た
た
：：め
に
、
.
こ
.の
，重
要
な 

■i
H
Lめ
出
た
-
'こ
；ど
：を
如:&
な
か
_っ
^

ょ

ぅ
:^
ぁ
る
。S

W
一
 

の
仏
訳
が
：パ
リ
で 

出
た)

の
は
ー
^
四
八
年
六
月
_
件
;0
少
し
前
の
と
：と
で
あ
づ
た.が
、
ブ
ラ
ン
キ 

は
当
時
グ
ァ
シ'.
^
シ
^
に
監
魅
1

れ
て
1'
>
:た
：の
：.で
、

-

っ 

.た
ら
し
；い
々「

洪

. ^
觉

宴
£

は
11

:
0
;
^

か
ら
給
ま
っ：

た

労

馨

動

の
^

^
と 

«

に
政
治
の
舞
台
か
ら
姿
を
消
し
て
じ
ま
っ
：た
：：と
土
，ン
ゲ
ル
；ス
向
ら
聲
っ
て
い 

る
し
、
鏡

第

：！".ー
版
は
ブ」

フ
ン
：キ
の
死
後
に
初
め
て
出
た
こ
と
：で
も
あ
る
し
、 

そ
の
上
、
ブ
ラ
グ
キ
自
身、
--
1宣
言」

.'の
こ
と
§

い
.て
'は
、
.ど
と
に
も
言
っ
て 

ぃ
な
ぃ
と
こ
名
か
ち
見
て
メ
昼
言̂
は
結
局
ブ
ラ
ン
キ
の
知
る
と
こ
ろ
と
は
な
.：

ら

な

が

っ

た
.%
の
と
認
め
て
も
よ
い
と
思、
>
0 

.

そ
し
.て
こ
の
よ
ぅ.な
装
^
は
、

' 

当
時
、

マ
ル
ク
：ス

の

著

歲

にv
—l
s
E'
は
ド
ィ
ッ
人
に
す̂:
中
々
手
に
人
ら
. 

な
が
マ
た
と
.い
v5:
ベ—

ベ
ル
や
レ
ろ
方
丨
の
証
言
に
か
ん
が
み
て
大
体
に
お
.い 

て
茈
し
い
の
：で
は
な
い.か
と
^
5 ^
0'
'

.:
'
.
:

T
o 

B
o
m
m
a
n
g
e
t
; 

L
o
s

 

i
^
e

w

p
o
l
i
t
i
q
u
e
s

 e
t

 s
o
c
i
a
l
e
s

 

d
^
o
l
-

 

g
u
s
t
e

 

B
i
a
n
q
u
i
.

S
5
7
, p. 

3
7
6
—

377.

一
八
四
八
年
三
月
十
四
日
、

マ
ル
ク
ス
は
フ
ラ
ン
ス
仮
政
倚
の
一
員
で
あ
る 

フ
ロ
コ
ン
の
招
き
で
バ
：リ.に
き
た
。
こ
の
時
、
彼
は
銃
剣
に
訴
え
て
、
ド
ィ
ッ 

共
和
！！
を
作
る
た
：め
に
軍
隊
を
紙
織
す
る
こ

と
に
極
力
反
対
し
た
が
、
こ
の
よ 

ぅ
な
マ
ル
ク
ス.の
態
度
は
、
彼
が
フ
ロ
コ
ン
や
ル
ド
リ
ュI.

ロ 

I
ラ
ン
一
派 

と
親
交
関
係
.を
も.っ
て
い
た
こ
：と.と
相
ま
_っ.て
、'
.
.
マ.
ル
ク
.ス
を
ブ
ラ
'ン
キ
党
と
. 

対
立
さ
.せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
一
月
$

叩
©
人
達
を
辋
い
.た
.ヴ
ィ
ク
ト
ル
.
ブ 

I
ト
ン
の
®

記
に
，ぼ
、
' マ
ル
ク
ス
は
ブ
ラ
ン
キ
派
の
人
達
と
は
交
際
し
な
か 

っ

-/
C
。
.た
だ
マ
ル
：ク
，ス
，
の.親
友
で
、
.共
産
主
義
者
同
盟
.の
委
員
で
あ
.：.？
た
ゥ
ィ 

ル
'
へ
ル
ん
.
ヴ
ォ
ル
フ
だ
け
が
ブ
ラ
ン
キ
め
ク
ラ
ブ
と
多
少
の
関
^
を
も
っ
て 

い
た
と
^
か
れ
'て
い
る
.
0そ
の
上
、'
マ
ル
ク
ス
は
--
一
 
月
^

^
の
時
に
は

Y 

.パ
y:
;
- 

に
は
傲
か
--
-
-ヵ
：月
足
ら
ず
^
.が
滞
在
し
な
か
？
：た0
そ
れ
汰
ド
ィ
ッ
の$

^
 

た
め
に
帰
周
，し
た.か
ら
.で
.あ
る
。
.こ
"ん
な
わ
：け
で
、.
マル
.ダ
.
ス

は

こ

.
の

時

期

，
に
.. 

ズ
ラ
ン
キ
と
会
っ
孓
ぃ
が
ぃ。

:

T

V
 B

o
u
t
o
n
;

»T
j
H
o
f
u
s

 

r

rtl
v
v
o
l
u
t
i
o
n
n
a
i
r
e
s
.

 

p. 
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'

 
-

 

.

.

.

.

.

.

と
と>5

が

i: <

四
：九
年
六
月
、
ド
イ
ッ
か
ら
パ
リ
麻
る
と
、
マ
ル
ク
ス
は 

「

す
べ
，て
.の
^

^
党
：

S!」
，

会

？
て
.お
り
、

〉

無

變

ラ

ス

.キ
派
の
人
達
と
も
親
し
く 

し
：て

い
る
。
し.か
し
ブ
ラ
ン「

キ
ー
は
、
ご
©
解
%
.ド
ー
ラ
シ
に
監
禁
さ
れ
て
い
た 

の
で
マ
ル
ク
ス
と
顔
を
合
せ'る
こ
と
ば
で
き
な
が
っ
た
わ
け
で
あ
名
。
そ
れ
か 

.
ら
マ
ル
ク
ス
は.パ
リ
を
追
わ
れ
て
口
ン
ド
ン
に
落
着.い
た
が
、
こ
の
地
で
多
く 

の
同
志
と
共
^
共
産
主
義
同
盟
を
再1

し
た
。
>こ
の
頃
、

マ
，ル
ク
ス
は
、
こ 

:

れ
ま
で
の
革
命
運
動
の
失
敗
に
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
革
命
到
来
の
近
い
こ
と
を 

確
信
しV

.

い
た
。

マ
ダ
ク
ス
が
エ
ン
ゲ
ル
ス
，と
共
同
で
、

ー
八
五
0
年
三
月
、 

同
盟
め
名
で
起
草0
た
回
章
は
.ょ
く
こ
の
問
の
消
息
を
伝
え
て
い
る
。
こ
の
文 

書
.は
当
時
'の
マ
ル
タ
ス
の
思
想
：と
ブ
ラ
ン
キ.の
そ
れ
と
：が
い
：る
い
ろ
の
点
で
一 

.
致
し
て
い
た
こ
と
を
明'ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の.諸
点
と
'い
ぅ
の
は
永
続
革
命 

の
標
語
、
地
下
活
動
の
是
認
、：
フ
ラ
ン
ス
を
革
命

S'

発
火
点
と
み
、
パ
リ
を
革
命 

の
'

パ
べ
：：：

ル

と

確

！
る̂
こ
と
、，
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
：の
武
琴
 

'唯
.

j

不
可
分
の
共
和 

.国
、
社
童
義
者
を
自
称
す
る
プ
チ•
'ブ
ル
^
ョ
^
に
対
す
石
攻
擊
、
ブ
ル
ジ 

:

H
:ヮ
民
兵
兵
の
武
装
厥
除
等
で
あ-?
'
:て
、
こ
れ
ら
：の
諸
点
の
外
に
右
の
塵
早
は
革 

命
直
袭
に
国
民
議
会
を
選
挙
す
べ
き
こ
と
や
、
政
権
碴
倮
の
た
め
に
一
時
的
に 

プ
チ
"，

〕

ブ
ル
ジ
.
a、ヮ
•的
要
素
を
支
持
す
べ
き
：こ
と
な
ど
、
か
ね
て
ブ
ラ
ン
キ
が 

極
カ
排
擊
ル
た
こ
と
，な
ど
を
是
認.じ
て
お
っ
て
、

マ'ル
ク
ス
，
ェ
ン
ゲ
ル
ス
に 

よ
つ
て
代
表
さ
れ
る
向
盟
办M
解
ど
ブ
ラ
ン
/

ギ
：.

の
そ
れ
と
は
無
論
、
売
全
に
は

.

ー"致
じ
：た
わ
け
で
：は
な
い
姨
、
し
が1,
基
本
的
な
諸
点
：に
ぉ
い
て
：、
マ
ル
ダ
个̂

.フ
：ラ

シ

キ

に

関

す

る

断

片.

- 

.

:

五
”(

ー
六
三)

.，

ゾ

— 

-
 

■
 

.
 

■
 

■
 

.

.



エ
ン
ゲ
ル
ス
の
戦
術
が
ブ
ラ
ン
キ
の
そ
れ
と
は
異
っ
て
い

な

い
こ
と
は
た
し
か 

で
あ
る
。
こ
ん
な
状
況
で
あ
っ
た
の
で
マ
ル
ク
ス
と
ロ
ン
ド
ン
に
亡
命
し
て
い 

た
ブ
ラ
ン
^.
派

の一

部
の
人
々
と
の
提
携
が.fT
わ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
比
少
し 

も
不
;̂
議
で
は
.な
い
ブ
す
な
ゎ
：ち、
.
.
' .

八
瓦
0
8
-四
月
、
,ロ
：シ
ド
ン
に4
^
 ̂

s

o

o

l

^

l

r
s
v
o
i
u
t
l
a
i
l
e
s
)
*

設
立
さ
れ
た
が
、
ー
そ0 :
:
:中
に
'マ
：
ル
：ク
メ
主
義
者
、

：

ブ

：
. 

ラ
ン
キ
派
、
チ
ャー
.

チ
，ス
卜
が
典
存
し
て
い
た.こ
と

は
ま
己

と
に
注
目
す
ベ
音 

こ

と
で
&
る
0

:
こ
の
事
実
が
ら
見
る
と
、

マ
ル
ク
ス
ー
ラ
ン
ゲ
ル
ス
：が
、ブ
ラ
シ
：. 

キ
派
や
|
部
の
デ
ャ
：|
チ
ス
ト
達
を
自
：：
^

1の
科
栗
的
共
産
主
義
に
最
も
近
い 

も
の
と
考
ぇ
て
い.た
こ
と
は
疑
を
容
れ
ぬ
。
：
無
論
、
.：殆
ど
常
S

禁
.の
身
で
あ

.

 

っ
た
ブ
ラ
ン
キ
は
直
接
こ
れ
に
関
係
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
の
ブ
ラ 

シ
キ
派
の
人
達
と
は
常
に
連
絡
を
保
？
て
い
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
，
マ
.ル
タ
ス 

派
と
の
提
揲
は
了
解
済
み
の
こ
と
と
考
え
て
よ
.

い
0
:- -

、

.

.

-

 
-

 

.

 
:

.

(

1)

b
o
m日 a

a
g
e
t
;

 

op. 

c
i
r

p. 
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■

こ

の

新

設

の

規

約

は

六

条

が

ら

成

っ

て

お

り

、
ぞ
の
第
.一
条
は
、 

結
社
のE

的
を
規
定
し
て
い
る.が
、
そ
れ
は
共
産
主
義
同
盟
規
約
第
'一
条
を
敷 

衍
し
た
も
の
で
、
こ
の
中
に
、.共
産
主
義
者
は
プ
ロ1/
:タ
リ
ア
独
裁
を
目
指
す 

も
の
で
あ
る
と
の
言
明
が
初
め
て
叨
確
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

«
誠
に
注
0
す 

べ
き
こ
と
で
あ
る
。
い
わ
く
、
結
社
の
目
的
は
.す
べ
て
の
特
権
的
階
級0
廃
除
、 

共
産
主
義
の
.実
現
ま
で
、
革
命
を
永
続
さ
せ
る
と
と
に
よ

:

っ
て
、
こ■.れ
ら
の
^
.
.

階
級
を
プ
ロ
レ
タ
リ
.
ア

独

裁

に

従

服

さ

せ

る

と

と

に

あ

る

;°
そ

し

て

こ

の

共

産 

主
義
こ

そ

は

人

類

家

族

の

構

成

め

究

極

の

形

態

ー

で

あ

る

べ

ぎ

も

の

で

あ

ん

^
-

(

1)
D
o
m

 
日 a

n
g
b
t
; 

o
p
.

o.
i
t
.
:
,

 

p. 

3
7
8
—

379.

:

:第
ニ
条
は
結
社
：の
国
際
主
義
的
性
格
を
強
調
'1
>
て
い
る
。
第
ヨ
乃
至
五
条
は 

.組
織
に
関
す
る
規
定
で
あ.：つ
て
、_

の
中
炎
集
権
主
義
的
、.独
#
王
義
的
、 

閉

證

性

格
^'
:
確
認
し
.て
お
り
、
そ
し
で
第
六
条
は
繁
の
決_
は
す
べ
：て
投 

篇
者
数
の」

ー1分
の 
一f

の
過
半
数
に
よ
る
べき
と

と
を
規
定
し
て
い
る
，。.こ
の
文 

’
.書
の
下
部
に
ば
創
立
な
ら
：び
に
中
央
委
員
4
^

員
の
碧
名
が
あマ
て
、

ブ

ラン 

.ギ
派
の
ヴ
ィ
デ
ィ
丨
ル
、T,
ダ
ム
、
イ
ギ
：リ
ス
の1

主
義
者
を
代
表
す
る
ハ 

丨
ネー

、
そ
れ
か
ら
ド
イ
ツ̂

J

党
を
代
表
し
て
、
：
マ.ル
ク
ス
、

エ
ン
ゲ
ル
ス 

お
よ
ぴ
ゥ
ィ
ー
リ
ッ
ヒ
の
名
が
書
か
れ
て
い
‘る
ぐ
：

(

1)
D
o
m
r
n
a
a
g
e
t
;

 

op'cit.., 

p

,co
7
9
,

.

こ
の̂

実

は

、. '
ブ

ラ

ン.
キ

の
存
命
中
、
ブ
ラ
ン
キ
派
と
マ
ル
ク
ス
派
と
が
^

 

め

て

明

確

な

共

通

の

ィ

'デ

ォ

ロ

ギ

丨

の

基

盤

の

上

に

提

携

し

た

こ

と

を

示

す

も 

の
で
あ
つ
て
、
ノ'ひ
，と

り

ブ

ラ

ン

キ

と

.マ

ル

ク

ス

と

の

思
想
上
、'

 

実
_

動
上
の 

関
連
.を
知
る
上
'に
お
い
て
だ
け
で
な
く
、マ
.ル
.ク
スs

身
の
思
想
上
の発
展

と 

変
化
を
知
る
上
に
お
い
ズ
も
極
め
て
重
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
意
外
に
も
、

こ

の「

協
会」
..
'
吵
：こ
と
に
.関
^
.て
.は
、

マ
ル
ク
ス
、
一
ェ
ン
ゲ
ル
ス
の
著
咋
の
ど

こ
.に
も
述
べ
ら
れ
て■い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
連
し
て
、
.か
ね
て
，マ

ル

経

済

学

の

研

究

が

進

む

に

つ

れ

て

、
現
在
の
経
済
的
恐
慌
は
す
で
に
終
っ
て
お 

ク
ス
に
対
す
る
ブ
ラ
シ
キ
の
影
響
の
重'要
他
を
指
摘
し
た
べ
、ル
：
ン
シ-
.タ
.イ

ぺ

ヴ

、
•新
た
な
る
革
命
は
新
た
な
る
恐
慌
の
基
盤
の
上
に
お
い
て
の
み
可
能
で
あ 

.が
、
共
産
主
義
者
同
盟
時
代
の
マ
ル.ク
ス
、

エ

ン

ゲ

ル

ス

の

著

作

は

大

体

に

お

る

と

確

信

す

る
.に
至
っ
た
.
0と
.の
，こ
と
へ
^
、
.マ
ル
ク
ス
を
し
て
こ
れ
支
で
の
革 

い
て
パ
ブ—

フ
や
ブ
ラ
ン
キ)

の
霜
に
實
ぬ
か
れ
て
お
り
、
殊

に

「

共
産
党
宣
.

.,
，.
.命
歡
術
S

、■

修
正
：さ
せ
、‘蠢
的
状
勢
の
理
勝
よ
りt
闘
爭f

辺
倒
を
説 

言
11
-
の
#
<叩
他
実
行
綱
領
は
徹
頭
徹
尾
ブ
ラ
ン.キ
的
.で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
：

「

フ

く

ブ

ラ

ン

キ

派

と

袂

別

：
■す
を
に
至
ら
し
め
た
の
で
あ
る0
こ
れ
を
最
後
と
し
て 

ラ
ン
ス
に
お
け
义
階
級
攀1_
:「

霧
月
十
八
日」

な
ど
に
お
い
て.は
ブ
ラ
ン
.キ
派
：

'
:両
派
が
再
び
公
に
提̂f

j
c
s
l

は
な
か
づ
た
o

.:
-
.
.

が
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
党
と
し
て
描
か
れ
て
本
る
0
し
が
し
I

A五
〇
年
三
月
の
共
，

.

:
.ぐ
..ン

:「

：
.，' 

'

産
主
義
者
同
盟
の
肇
に
お
け
る
ほ
ど
強
く
か
.つ
大
胆
に
ブ
ラ
ン
キ.の
精
：

iz

が

(

I
V
: 

b
o
日I

n
g
e
t
;

 0
P* 

■_'bit., 

p. 

3S4.: 

表
現
さ
れ
て
い..る
と
と
：ろ
は
な
い
雪
ロ
づ
：て
い
ボ
の
は
、
決
し
て
過
言
で
は

^

"
と
遇
ぅ
.
：
.

 

一
 

.

 

•
.

■

: 

i
A'
s-
i年
と
へ
ー"
<

五
三
年
に
は
マ
ル.ク
ス
の「

■
月
十
八
日
卜
之
ヶ
ル

:.
:一

'.
:

1;
:,

ン
共
産
党
訴
訟
事
件©'
.暴
露」

：
が
ド
イ
ッ
へ
語
と
英
語
で
出
版
さ
九
た
が
、
-こ
の

'
•
 

.

.

.

.

.

.

.

. 

:
 

.
 

.
 

■.... 

時
' 
ブ
ラ
.ソ
キ
は
ベ
リ
ル
の
：獄
舎
に
監
禁
さ
れ
て
お
り
、
特
に
監
視
が
厳
し
い

I

 

f
t
o 

&

I

S
 

d
e
r

 

S
o
z
ialde

日O
k
i
e
.

 

9. 

A
l

a
b

e
,

た
め
に
こ
れ
ら
の
著
作
を
見
るf

が
で
き
な
か
っ
た0

. 

K

ベ
ル

一

i

‘；p
. 

S

I

S

.

- 

マ

r 

' 

リ

ン

で

出

版

氣

た

彐

経

済

義

判̂
の

こ

と

な

当

時

コ

ル

ト

と

孓. 

:

 ̂

.入
獄
中
で
あ
？
た
ブ
ラ
ン.キ
のE

に
独
れ
る
こ
と
は
な
か̂
た
。

;
1

八
五
九
年
c>
,大
赦
.で
釈
放
さ
れ
た
ブ
ラ

X

ギ
.は
同
年
十
二
月
、
ブ
ラ
ッ 

.「

万
！
！#
<
叩
的
共: #
王
義
表
協
会」

に
よ
る
ブ
ラ
ン
キ
派
と
マ
ル
ク
ス
派
の
統
：

.ル
に
ゆ
き
、.；そ
こ
か
ら
.さ
ら
：に
ロ
ン.ド
^
^
^
^ ̂

月
於
で 

ニ
戦
線
も
：1&

瓦
0
年
十
月
頃
に
は
は
や
く
も
終
止
符
を
ぅ
た
れ
た
0
:ぞ
0
原

.

こ
の
：地

に

蜜

し

た

。
维
時
.マ
ル
ク
ス
は
ヶ
ン
テ
ィ
シ
ゥ
ン
の
グ
ラ
フ
ト 

因
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
るf

x.
ら
れ
る
が
、':
;
根
i

な
こ
.と
は
、
；革

命

到

来

の

ン
*;
声
レ
ス
に
住
ん
.で
い
た
の
で
ビ
ー
人
は
あ
る
い
は
会
っ
た
こ
と
が
あ
る
の 

猶

に

つ

て
、
Vブ
ラ
シ
キ
派
と
マ
ル
ク

X

派
の
所
見
が
尋
^

-
で

ぼ

か

とT

応
想
像
さ
れ
.

#
リ
ャ
ザ
ノ
ヮ
も
ド
マ
ン
：ジ

H

も
こ
の
よ
ぅ 

こ
ど
で
あ
る
。
問
題
は
マ
ル
，：ク
ス
派
側
に
あ
る
。

.
マ〈

ル
^
:ス
'は
^

<

1̂;
と
見
：

こ

な
_

を
は
で
：い
：る
が
、
：し
か
し
事
実
の
ほ
ど
は
分
か
?>
;
な
い
。
'

る
こ
れ
ま
で
の|

し
私
疑
問
を
も
つ
よS
に

な
-?
た
。

マ
ル
ク
ス
は
自
分
の'.
,

ー：；八
丄
ハ
七
年
九
所
ニ
日
頃
，

「

資
本
論」

第
ブ
卷
が
ド
イ
ッ
語
で
出
版
さ
れ
た 

,

.ブ
ラ
-ゾ
キ
に
関
す
る
断
片. 

.く'

,

-

'

'

'

*

..Ar,

、
.1:
、
1£
ノ

-
 

---------------

-

-

こ

*

 

>

 

4

 

d
r

 

?

*

I
 

f

 

在
 /

 
I

 

t 

i



が
、

マ.ル
タ
.ス
.の
努
カ
：に
も.か
か
_わ
.ら
ず
売
行
#.
が
思
わ
し
く
な
か
つ
た
尸
フ 

ラ
ン
ス
人
は
ラ
フ.ァ
ル
グ
夫
妻
の
手
でi

さ

れ

て

?
 

o
o
l
^
N 

f
i
a
n
-
: 

i

に
掲
載
さ
れ
た
そ
の$

し
か
知
ら
な
か
っ
た
。
，当
時
、

ブ
ラ
ン
キ
は 

.ブ
ラ
ッ
セ
ル
に
い
た
が
、
た
し
か
に
こ
の
^
文
を
読
ん
で
い
る
。
.こ
の
序
文
は 

L
a

 liberty, b
e
i
g
e

に
も
転
載
さ
れ
た
の
で
、
ブ
ラ
ン
キ
の0
に
触
て
た
.ご 

と
.は
ま
ち
が
、い
な
い。

.

-

(

1)
L
e

 s
o
c
i
a
l
i
s
t
s

oo
a
n 

1
01
so

oo
、

IX

 

浮

le 

S
C
K
J
i
a
l
i
s
I

 f
j
a
i
s
.

a.
t
か
ol
醫
 

B
o
m
m
§

g
e
t
; 

o
p
. 

a
r
p
. 

390.Q
e
s
t
,

 

o
n

 i
e sait, 

e
a

 

lisant 

le 

C
a
p
i
t
a
l

VQ
u
rt
>
-
s
a
n
q

良 

6crivi

e+. 13..plup8.rtass 

.
S
6
S
.
.
.
H
Q

C+
-
6
S d
orc

o
n
o
I
D
d
s 

politiou©

.

.

. 

..fruit 

a
e
a

 :
r
s
e
s
i
o
s
:
_
.
.
'
q
u
)
e
n
g
e
n
d
R
t
-
d
a
n
s
.
'
s
o
n
'
c
e
r
v
e
a
u
'
.

 

l
a
H
e
c
o
n
d
e

-o^
u
y
r
e

 d
e

 M
a
r
x
'

し
か
し
、
ブ

ラ
.
ン
.
：キ

が

は

衣

し

；て
.

'

「

資

本

論」

：
を

読

ん

だ

か

ど

う

か

么

い

5

'

 

こ

と

で

あ

る

が

、
：ブ

タ

ツ

ヶ

摩

」；

れ

を

背

淀

し

；て

い

る

。

当

诗

ブ

：
ラ
；
ン

キ

は

経 

済
_

に
_
.

の

麗

を

研
f

ザ

：いy

、
- l

資

本

論

」
：

か

らK

多

く

の

も

：の
を
.

.

. . 

得

た
と

い

う

の

ヤ

あ

る9

し

か̂

こ

の
&

と

か

ら

ブ.
ラ

ン

キ

が

マ

ル

，ク

：

ス

办

影： 

響

を

う

け.
た
と̂̂

. ^

の
'

.

は
.い
.
さ

さ

か

速

断.で

あ

ろ

う

。
.:

た
.

.

し
が
.
な
こ
.

.

：ど
.
は
、

一

八

六

九

年

四

月

八

日

に

■

フ
ラ
ン
：
キ

が

f

実

証

主

義

(
R

e
v

u
e

 

p
o
s
i
t
f
-

 

|

^

.

に

掲

載

さ

れ

犮

ロ

べ

：
ル

テ

ィ

の

— |

資

本

論_
|

に
.関

す

る

論

文

を

批

評

し

た
こ
と
で
あ
る
。
し
か
.
し
.ブ
ラ
ン
キ
が「

資
本
論」

、
を
ド
ィ
ツ
語
で
読
ん
だ
か 

.
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

一
八
七
一
一
部
の
ロ

ア

(
J

.

 

w

o

y

)

の
フ
.ラ
ン
ス
版 

，を
見
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
こ
ろ
、
ま
た
ブ
ラ
ン
キ
と
マル
ク
ス
と
の
問
に
は
し
ば
し
尤
会
え
る
可 

能
性
が
あ
.
.つ.た
ょ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
先
ず
第
一
に
、
' ブ
ラ
ン
中
の
則
近 

の1

人
で
あ
る
シ
ャ
ル
ル•
.口
ン
ゲ
と
ブ
ラ
ン’キ
.の
火
フ
ァ
ン
で
あ
る
ポ
ー
レ.- 

ラ
フ
ァ
ル
ダ
と
は
共
に.マ
ル
ク
ス
の
女
婿
で
あ
り
、
，
ま
たラ
フ
ァ
V

ダ
土
し
f
 

し
ば
ブ
ラ
ン
キ
と
会
つ
て
い
る
し
、
そ
の
上
、
-
一
八
六
九
年
六
月
に
は

マ
ル
ク 

ス
は1 

目憲
の-
Eを
か
す
め
て
パリ
，
に
き

.て
、
.
.ラ
.
フ
ァ
ル
グ
の
家
に
八2
1出
も
货 

在
し
.で
'い
る
.
0
:
.

£-
-

:ん
な
好
機
会
が
あ
つ
：た
虼% '
;か
和
わ
ら
ず
、
：
ラフ
ァ
ル
ダ
の 

.

.書
簡
に
ょ
る
と
、
ー
ー
入
は’こ
良
训
と
同
様
に
こ
の
時
に
も-1
ぬ
%
わ
な
か
つ(

W
O

广
1)

D
o
l
m
a
a
a
g
e
t
; 

op. 

cit., 

P
.CO
9
1
.

. 

_ 

_ 
五

.

'

V -
:

運
喩
は
同
じ
時
代
に
、
同
じ
目
的
す
い
だ
い
て
、
し
か
も
互
に
身
近
に
生
き 

た
ニ
人
：の

大

革

命

家

を

つ

1 >

に
生
涯
、親
し
^

^

語
ら
せ
る
こ
と
が
な
か
つ
た
。

マ
ル
ク
ス
：
は
、
坐
涯
遂
に
プ
ラ
ン
ー
キ
と
膝
を
交
え

.て
語
る
こ.と
も
.な

く

、
思

想

、 

行

動

：
の
：
上

：で

こ

度

び

は

馨

：
.
フ

た

' 4

ひ
：の
、
：
、や

が

で

彼

と

離

れ

.て

瞥

の

道

を
 

旗

く

に

至

ら

た

が
、

' 

し
が
し
ブ
ラ
ン
：
キ

，
対

し

て

は

、
：
終
坐
温
い
友
情
を
も
ち

,

ブ

：
、

.；'

.

'.

-

た
と
え
ば
、
，
ー；
八

五
—*

年
三
月
、

マ
ル
ク
ス
は
、
ケ
ー
月
扑
油
日
に
催
さ
れ
た

一一

月

靠

記

念

国

變

祝

賀

会(

平
等
主
義
者
の.祝
賀
会)

で
そ
の
主
催
者
が
ブ 

ラ
ン
キ
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
乾
杯
の
辞
を
読
み
上
げ
な
か
-?
た
非
礼
を
睛
づ
て
、

15
1

分

で
こ
れ

を

翻

訳

し

てこ
れ

を
'
ヶ

ル
.

ン
：の
共
®

王
義
者
同
盟
の
.

本
部

に
送 

り

、

支

部

に̂
^

す

る

よ

う.
に

依

頼̂

て

い̂
0;'::.

一
八
六I:

年
に
は
、
' 
マ
ル
ク
ス
は
度
び
重
办
る
"フ
ラ
ン
キ
の
逮
捕
に
心
か
ら 

同
情
し
て
、
三
月
頃
が
ら
九
月
頃
に
か
け
て
彼
の
救
援
の
た
め
耙
百
方
奔
走
し 

た
。
三
月
に
：は
ハ
ッ
ッ
フX
ル
ド
伯
播
夫
人
と
の.交
渉
に
も
と
づ
い
て
、
ブ
ラ 

ッ
セ
ル
で
因
者
を
し
て
い
る
フ
ラ
シ
ス
人
の
ブ
ラ
ゾ
キ
主
義
者
ヮ
ト
ー
に
手
紙 

.で
、.
ブ
ラ
ン
キ
救
援
活
動
の
糧
に
着
手
し
た
こ
と
を
伝
え
、

■
五
月
に
は
同
夫
. 

人
に
、

ル
ィ
.
.ボ
ナ
パ
ル
卜
の.
■
で
'
ブ
ラ
ジ
ぞ
が
、
獄
中
で
残
酷
な
取
极 

を
う
け
て
い
る.こ
と
を
詳
し
く
伝
え
、
六
月
に
は
同
夫
人
に
手
紙
で
、
彼
女
の 

交
際
先
き
を
通
じ
て
ブ
ラ
ン
キ
に
対
す
る
獄
中
で
め
残
酷
な
取
极
を
.新
聞
に
報 

道
さ
せ
、
ブ
ラ
ン♦

の
釈
放
を
訴
え
る
よ
う
に
囊
し
た0 

:
こ
の
よ
'う
な
マ
.
ル 

ク
ろ
の
尽
カ
に
対̂

て
’
ゥ
ト
ー
は
，ブ
ラ
：タ
キ
擁
護
め
：た
め
め
小
冊
子
発
行
資 

金
の
援
助
の
こ
と
次
マ
：：ル
：クX
に
手
紙
を
が
き
、.：
マ
ル
ハ
ク
ス
とF-ド
ィ
ダ
の
プ 

P
レ
タ
リ
ア
：啓
.が
,
ラ
：ン
キ
に
示
し
：た
同
情
疼
対
し
て
心
か
ら
感
謝
€
て
ー
'い 

る
旨
の
プ
ラ
ン̂

の
«

頁
を
每
X .

て

き

.
0 :广い
ず
れ
に
し
：て4'
ブ
ー
ラ.y
キ

の
た 

必

に

、.
マ
>

ク
.

ス
は
.
が
.

つ
；
て

他

め

；フ
ー
フ

^

ス
社

童
義

に
^
^

.友

馨

も

っ
'て
奴
カ
：̂
た
::
°
ぞ

ン

キ

侧

の

'人
々
も
マ
ル

V

ク
ス
..の
示
し
た
友
情 

か

;^
表
し
た
。

マ

ル

ク

ス

の

に̂

へ
自
分
：の̂

!
! 

に
.よ
つ
て
ブ
ラ
ン'キ
觉
と
：の|1
3
交
を
温
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ
ど
を
；心
か
；ら
嬪 

:し
ン
、
思
う
旨
0
尊
と
が
書
：̂
4

て

_
^
>̂
.3

。

.

.

■

_

プ
ラ
ゾ.
キ
に
関
.す
る
断
片 

.
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1)
w
a
r
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M
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.
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h
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s
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e
l
s
-
L
e
n
i
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-
I
n
s
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t
u
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f

.
ス
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：
ニ
六
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三
六
九
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t
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^

.'H

.
-
e
.
v
u
e
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.
-

r
Q
a
r
x
i
s
t
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i
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m
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.

社
会
主
義
者
に
は
ぞ
こ
と
に
珍
し
い
こ
と
.で
あ
る
が
、
.
ブ
ラ
ン
キ
の
全
也
涯 

.は
祖
国
フ
ラ
ン
ス.
.に
対
す
る
愛
国
心
に
よ
つ
て
彩
ら
れ
て
い
る
。

j.

般
に
社
会 

主
義
者
と
い
え
ば
、
劣
の
性
質
上*'
国
證
義
的
傾
向
に
富
む
人
々
が
多
い
の 

で
あ
る
が
、
ブ
ラ
ン
キ
は
こ
の.通
念
を
越
え
て
珍
し
く
強
烈
な
愛
国
心
の
^
、3E 

で
：あ
る
。、
ナ
ポ
レ

v

オX

時
代
に
生
れ
た
彼.は
自
分
&

が
：フ
ラ
ン
ス
共
和
国
の 

領
土
に
..引
き
入
れ
た
外
国#
隊
の
暴
状
を
忘
れ
る
と
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
晚 

年
彼
は
：戦
争
が
労
働
者
に
と.-7
:て
危
険
：で
あ
る̂

と
が
->
ま
す
ま
す
明
ら
か̂
 

な
る
ー
に
及
ん
で
ァ
比
^
^
虼
平
和
王
義
的
啐
は
な
ら
た
が
彳
し
か
し
彼
は

フ
ラ 

.ゾ
ス
に
.対
ず
る
強
い
感
情
：

g

か
愛
国
心
を
決
し
て
す
て
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の 

.で
あ
る
，

：
.

/
,..

'
‘

(

1)

/
ラ\

キ
の
父b

o
n
d
R
q
u
e
.

tdl
a
n
q
u
i

は
ネ
ロ
シ
ド
派
の
国
民 

::
議
佘
議
員
、
へ
後
に
：ナ..ボ
レ
あv

政
府
の
貧
吏
と
：な
；る0 .

./
'
普

餘

爭

：に

麽
.：て
：、.
_彼
は
闺
民
：の
愛
国
心
：激

說

し

て

、
敵
前
の
国
民
的

;
.

ク
.

九
：
：

(
H

C

 

七 >



$1
軺
の
た
.め
，にS

分

の政
治
的
：：：：

的

を
抑
制
す
る
こ
と
を
敢
て
辞
せ
ず
、
憎
む 

.へ
き
ゾ
P
シ
ャ
に
対
す
る
政
府
の
和
平
エ
作.に
極
カ
反
対
し
た0
彼
の
憎
恶
は 

%

リ
：の
^

な
防

や

。ハ
リ
0 ;

前
に
姿
を
現
わ
^

た
：ド
イ
.グ
：の
：

「

野
_

」

. . 

.に
向
け
ら
れ
た
。
後
々
め
フ
ラ
ン
ス
人
達
は
、
：
ド
：

\
-ツ
人
を
ラ
テ
へ>
,人
锺
：の
破 

滅
の
た
め
に
さ
さ
げ
ら
れ
た
残
私
な
野
獣
で
あ
石
と
性
格
付
け
た
こ
と
に
深
い 

喜
び
.を
感
じ
て
い
る0-
:こ
.め
；''
±
ぅ
な
感
情
を
彼
は
実
際
に.は
す
で
に
ド
：イ
ツ
の

; 

フ

ラ

，
ン

ス

侵
寇
以
前
か

ら

抱

い

て

い

.
た

:0

す̂

わ
ち
、

ブ
八
六
六¥

項
、
ブ
ラ 

シ
キ
は
フ
ラ
ンス
政

府

と

は

反

対

に

ビ

ス

マ

ル

ク

の

政

策

を

、
.，
か

ね

て

疑
惑
と
' 

恐

怖

と

：
を

も

.

：っ
て
淫
槐
し
て
い
た
：の
で
あ
る.。
,'
;当
時
、
彼
は
、
' >

プ
ロ
シ
：ャ_
民
：
 

は

市

民

の

.
国

民

で

は

な

' <

、
：
：
：
奴

識

0

箪
隊
で
あ
っ
：
て
、
か
つ
て
の：.タ
タ
.

丨
ル
人 

の
^
ぅ
に
、
，ド
イ

ツ.
国
民
.に
製
い
：か.がi

允
い
る
の
セ
知
る
と1:
>
.
っ
て
一
い
る
タ

.

.

.

.

-

.

.

.パ,

.

.

.

.

.
' 

-
.
.
-
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.
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V
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B
l

a
p

q

 

氐
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L
a

 

p
a

t
r

l
e

 

e
n

C t
l

a

n

8

r

,
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.

こ
の
ょ
.ぅ
な
ブ
ラ
ン
キ
の
激
し
い
民
族
主
義
的
反
感
はひ
と
.
り
ド
イ
ツ
に
.
だ 

け
向
け
ら
れ
た
も
の
で
はな
か
っ
た
。.，彼
に
ょ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス
は
資
本
生
義i
 

的
#

取
の
古
典
；̂
^

場

：
で

あ

；
り

て

、

ア
ン
グ
pt

、
：
サ

.
ク
ソ
ン
人
湩
が
.植
势
地
人 

民
に
与
え
た
恐
怖
と
圧
制
と
は
断
^ '

と
し
て
非
鉱
さ
る
べ
ぎ

も

：

Q
'
p

 
^
^
0 

:、フ 

ラ
ン
♦
は
イ
ギ
リ
ス
が
文
学
とi

主
義
の
発
展
に
貢
献
し
た.こ
と
.を
多
と
.す 

る
と
共
に
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
資
本
主
扇
的
拷
取
の
激
し
い
こ
と
が
高
度
の 

革
八
？§
潜
在
勢
力
を
は
ら
ん.
.で
い
る
こ
..：と
，を
認
办.た
.
。
..

一
〇

.(

.一
六
八)

(

1)
B
l
s
q
u
i

 ; 

C
r
i
t
i
q
u
e

 

s
o
c
i
a
l
e
'
I
I
.

 

P. 

207.

(

2) 

B
l
a
n
q
u

r.-
.
c
r
i
t
i
q
u
e

 

s
ocia

l
e
, 

I
I
,
P
.

 

7
3
:

.-...I*::

.

.:':.
 

-
' 

.■.

.

ア
、メ
リ
力
合
衆
国.に
対
す
：る
ブ
ラ
シ
、キ
の
態
度
も
：ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た

a

ア 

. 

.

.

.
メ
リ
力
は
十
九.世
紀
の
.多
数
の
急
進
主
義
者
に
と
っ
て
芷
し
く
共
@

義
の
殿 

.

.堂

.と
見
ら
れ
た
.の
.で
あ
る
が
、.そ
の
ア
メ
_リ
カ
..に
対
し
て
す
ら
彼.は
好
感
を
%■

、
つ
こ
と
は
で
き
な
か':
^
た
-;
0
彼
に
よ
れ
^

ア
.メ
リ
力
は
大
富
豪
の
■国
で
あ
っ 

て
、
.そ
の
国
民
の
社
会
問
題
，は
ご
れ
ま
で
自
由
地
の
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
解 

•

決
さ
れ
て
き
た
。
だ
か
ら
自
由
地
が
渦
渴
す
る
粑
至
れ
ば
、
必
ず
や
大
動
乱
が
' 

起
る
で
：あ
ろ
ふ
。
と
い
.ぅ
の
は
ア
ン
グ
ロ

 

.
”ゲ
ル
マ
ン
人
種
は
、
わ
れ
わ
れ
に 

較
べ
：て
遙
か
に
利
已
主
羲
的
で
あ
り
、
非
社
会
的
で
あ
る
か
ら
で
あ

h

。

.

.

.

.

.

.
r 
.
■

''一''、.

'.
: 

-

'

....

Q
i 

) 

D
o

日
日a

n
g
e
t

 ; 

B
l
a
n
q
u
i

 

妒 Bell-Ile, 

p
'
1
8
0
.

彼
の
民
族
、王_
的
反
感
は
イ
タ
リ
ア
に
対
し
て
も
向
け
ら
れ
た
。
た
と
え
被 

庄
迫
民
族
の
独
立
蓮
動
で
あ
っ
で
^

も
し
そ
れ
が
僧
侶
主
義
や
反
社
会
主
詨 

や
も
し
く
.は
反
フ
ラ
ン
スHf

：

に
通
ず
る
も
の
で
あ
れ
ば
、
ブ
ラ
ン
キ
は
決
し 

て
こ
：れ
を
是
認
し
な
か
っ
た
。
ブ
ラ
ン
キ
：に
よ
れ
ば
イ
タ
リ
ア
民
族
主
義
が
こ 

:の
類
い
で
あっ
た
。

マ
.ッ
チ
ー
.

一

『

は
フ
！フ.ン
ス
の
；知
的> 
政
治
的
優
越
を
羨
望 

/
す
る
の
あ
ま
り
、

フ
ラ
ン
ス
が
人
類
を
解
放
し
た
こ
と
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
に
亡

S 

れ
さ
.せ
よ
ぅ
と
企
て
た
。
ガ
ル
、、ハ.ル
デ
：ィ
1
す
ら
'フ
ラ
ン」

ス
：と
名
'の
つ
く
す
べ 

X

の
も
め
め
勁
.澉
で̂

る
.七
み
な
さ
れ
た0
.
' ,マ
ツ
チ
！

一一
 
も
ガ
ル
、、ハ
 
'

ル
■デ
イ
丨

:

も
共
に 

一

r
-

ス

の
出
で
あ
^
た
が
、
' 

11公

も
反
！

v

ラ
ン
ス
の
方
向
に
行
っ
て 

し
ま
'

っ
た
。
こ
の
よ
う
に
ブ
ラ
.ゾ
キ
.は
述
べ
て
、
.イ
タ
リ
ア
人
.
の
.
^
-
^
の

悲
願 

で
あ
る
リ
.ゾ
ル
..ジ
.メ
.
.
.
ン
'
ト

ー

：
P
運
動
を
^'
信
.で
あ
り
、.
.僧
侶
に
ふ
:̂
に

.0
:̂
れ
.. 

だ
、
し
が
も
プ
ル
ジH
ヮ
的
な
反
フ
.

1

フ
ジ
：ス
蓮
動
で
あ
る
と
ぎ
め
つ
け
だ0:.: 

以
上
述
べ
た
と
こ
ろ
か
ら
み
る
と
ブ
ラ
ンキ
.

は
. 1
>.

か
..

に

も

度

し

難

い

.偏

狭

な 

.

民
族
主
義
象
で
はな
、か
っ
，た

'のか
：

AJ:

い
う
疑
を
も
つ
が
、
_
実
は
必
ず
し
も
そ 

う
で
は
な
く
、.彼
は
、
各
既
の‘プ
ロ
レ
ダ
リ
ア
の
刺
害
は
共
通
で.あ
ぺ
っ
て
、
垒 

世
界
の
^

^

^

:
す̂
石
だ
め
匕
各
国
の
，フP
レ
タ
';
.
Kが
！
^

に
提
携 

■し
心
戦
う
べ
き
こ
と
を
説
い
て
い
る
。

-;
;「

ず
べ
て

の
国
々
の
労
働
者
は
す
べ
て. 

.兄
弟
で
あ

ら
.

て
、
.
^
の
敵
は
た
だ一
つ

：、
、す
な
わ
ち
、.兄
翁
^
!戦
場
で
：の
殺L,
:

合
に
駆
り
立
て
る
と
こ
ろ
の
庄
迪
者
！

こ
れ
で
I
る
。

」

と
。

,
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-
•
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V
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u
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r
l
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.

.こ
の
t
う
な
彼
の
愛
国.、む
I

ブ
ラ
.ン
ス
M
重
の
p

i

は
彼
©.
社
会
主 

義
^%

の
理
氛
と
は
い
か
な
る
関
係.に
立
.つであろうか、
一
に
は
こ
れ 

ら1

一
つ
の
が
の
は
極
め
て
調
断
レ
難
い
も
の
と
み
な
さ
れ
て
^
る
が
、
、
ブ
ラ
ン 

キ
に
凇
い
て
は
統I

的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
。
：

■

ブ
ラ
ン
キ
は
祖
国
フ
ラ
ン
え
を
熱
愛
ず
を
0
そ
枚
は
7 ;
:

ラ

シ

ス

の

灰

が

人

類
 

の

編

の

：大
志
を
具
体
化̂
で
：い
る
か
ら
で^'
:
る
。
，
実
に(

フ
ラ
V-
X
は
，
ぞ
の
：
 

行
動
的
精
神
に
よ
？
で
、
自
国
め̂
^
し
た
諸
伝
統
を
破
壊b
、
他
国
民
の
解 

:
放
の
.た
め
吃
最
大
.の
：貢
献
を
だ
し
、
、
他
国
民
の
範
ど
す
べ
拿

「

平
等
原
理
1-
の

.

.

.
ブ
.
.ラ
ン
：キ
..に
関
す
^
断
片
.
ノ

.

c
l

)

.

■
 

■:

.

担
い
手
と
な
？
た
か
ら
で
あ
る
。
.
.こ
の
よ
う
な
祖_
フ
ラ
ン
ス
の
み
が
、
よ
く

世
界
指
導
の
に
価
す
る

.。従っ

V

社

会

主

擊

命

の

主

溝

役

割

は̂

:然
フ
ー
ス
ン
ん
ヒ
字
え
ら
ふ
べ
き
も
の
で
あ
る
デ
こ
の
上
う
な
見
地
か
ら
、
ブ
ラ 

.シ
ヤ
ば
：ワ
凍
以_岑
を
吐
#

^
革
命
の
本
山
と
も
、
：
费
免
と
も
考
え
る
。
こ 

ゆ
革
命
は
ま
ず
2
フ
シ
'^;
は
起
が
べ
#'
.で
あ
る
0
全
世
界
€)
,プ
ロ
レ
タ
リ
ア
は 

パ
リ
の
®

の
音
を
合
図
に
決
起
す
べ
き
で
あ
る
。
だ
か
ら
フ
ラ
ン
ス
の
制
度 

が
反
動
的
の
も
の
で
あ
れ
ば
お
る
だ
げ
、
そ
^
た
げ
、：
.こ
れ
を
直
ち
に
転
稷
す 

べ
き
フ
ラ
ン
ス̂

の
責
法
ほ
童
い
タ.フ
：；ラ
ン
ズ
社
会
主
義
者
は
自
ら
世
界
革
命 

の
種
承
を
ま
ぃ
最0
で
あ
.
る
ー
か
；ら

、
：
_

他
国
に
，お
&

を
待
つ
こ
と
は
で
き
な
い

<
5

こ
の
よ
う
に
ブ
ラ
ン
：キ
は
説X
の
で
あ
る
。
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:'
こ
ど
•に
彼
の
愛
国
心
と
そ
の
，革
命
思
想
が、' 内
的
に
深
く
結
び
付
き
を
も
っ 

ノ
て
：い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
と
同
時
に
、；
彼
の
愛
国
心

.が

.そ
の
本
質
に
お
い 

一
て
、
世
、の
所
謂-
盲
S
的
、
反
動
的
な
愛
国
心
と
极
產
に
異
っ
た

：

も
の
で
あ 

.る

-■と
が
わ
か
る
？

■
 

.

 

...

...
 

,

 
U

 

.

_ 

.
七
.

.
•
.■

':,
-

: 

.

-A
.
■■
.

.
十
九
世
紀
物
期
の
急
進
主
義
者
達
は
フ
ラ
ン
.ス
大
苹
命
と
い
う
自
分
達
の
身 

:

近
：に
敗
？
藥

天

動

地

：の

寒

件

か

ら

、
あ
る
ぃ
は
：思
想
上
に
、
あ
る
ぃ
は
实 

践
上
に
、
#:
か
れ
少
な
か
办
何
ら
か
の
教
訓
や
噎
ボ
を
受
け
取
ら
な
ぃ
も
の
は

, 

.'-
ニ

.(

一
六
九)

C
;

1フ
 

二
 
ン
 
i 

f 

t
 

ftit̂ 

* 

* 

K 
一
、
 

r 、s
\ 

"
*

_*
-H
t
 

r、r* * 

: 

t



な
が
っ
た
が
、

フ•ラ
ン
■キ
も
そ
ひ
例
に
洩
れ
な
い
。
殊
に
ブ
ラ
ン
キ
の
場 

介
は
、
そ

の

父

ド

ミ

ニ

ク

がr
お
け
る
ジ
ロ
ン
ド
派
の
名
丈
と
し
て 

f

渦
中
の一
人
で
あ
り
、
後
に
ナ
ポ1<
ォ
ン
帝
制
下
に
高
官
を
勤
め
た
人
物 

で
あ
，
た
だ
け
に
、
こ
の
未
曽
有
の
褀
変
か
ら
う
け
たi

が
一
入
で
あ
っ
た 

で
あ
ろ
う
こ
'と
は
^
:
:
!
^
に
■う
な
ず
け
る
と
こ.ろ
で
■，
あ

る

。

■
^
ブ
ン
キ
は
す
で
に
若t
u :
T ^

く
傾
倒
，し
た
が
、
し
か
し
彼
は
決
し
て
、
こ
の
火
1

に
、王
要
な
役
割
を
演
じ 

(

た
^

^
家
嚴
を
す
べ
^
嫩
差
別
に
礼
觀
免
る
ょ
公
が̂
ゼ
ゆ
か
か
.マ
た
6
へ
た
と
：：
 

え
ば
ラ
フ
ァ
イ
エ
ッ
ト
や
、
デ
ュ
ム
リ
エ
や
、
ジ
ロ
ン
、

P
派
の
人
々
に
対
し
て 

は
、
あ
ら
わ
に
軽
侮
の
眼
を
向
け
、
ジ
ャ
、コ
バ
ン
.の
領
-M
PI
ベ
ス
ピ
エ
！
ル
の 

如
き
人
物
に
対
し
て..さ
え
^
1風
を
^'
う
.こ
と
■を
止
め̂0,

彼
は
ラ
フ
T
イ
.■エ「

ブ 

ト

ゃ

デ

：
ュ
：
ム
：
.

リ
ェ
^

を
#.
庚

身

が

譽

：.

「

愛
国
者
の
45
面
を
つ
：げ
た
君
主
主
義 

瘦
ー
と
し
て
f

輕
幾
し
た
ど
こ6
め
ガ
ン
：べ
ブ
：タ1

#
ー
に.擬
し
ン
ジ
P.
X-
ド
，
 

派
に
つ
い
て
は
そ
の
主
張
ず
る
反
パ.リ
的
衝
合
主
義
の.故
に
# :
-
.
'
に
彼
1
を
嫌
羅 

し
、
十

选

紀

に

入
.々
.て
所
謂
.

「

ー
^

^
八
年
の
山
岳
党」

‘
證

以

^
J;

-:
,

ろ
の
ル
ド
リ
.ュ
ー
ロ
し
ラ
ン
：や
そ
の
他0,
自

称

ジ

，
ャ

コ

t

翁

を

e>
ロ
ン
ド 

派
の
^

汲
む
も
の
'に
外
な
ら
ぬ
と
き
め
つ
け
た9「

一
乇
九
1
|ー|氣
哎
山
®
 

遵

；に
対
す
る
ブ
ラ
ン
キ
：の.態
度
は
こ
.れ
と
大
.い
に
趣
を
異
に
：し
た
。
山
岳
觉 

社
会
の
建
設
に
関̂

る
真
の
科
学
を
持
ぢ
合
せ
て
は
い
な
が
っ
た
が
、 

し
が
し
こ
：の'未
来
社
会
の
発
展_の
_
芽
を
含
ん
だ「

人
権
宣
言」

；
を
起
草
1̂
-
た 

功
續
を
ブ
ラ
ン
キ
は
高
く
評
価
し
た
。
彼
に
ょ
れ
ば
十
九
胆
紀
の
山
岳
觉
’の
亜 

流

達

は「

人
権
宣
言j 

’の
伝
統
を
.石
化
し
、「

ュ.ダ
ヤ
的
.な
文
字
乳
.掙
L_
に
よ

、ィ
.

H
、

.̂:

の
_
1
1愚
精
神
的
な
カ
を
破
壞
七
ゼ
じ
、束
っ
た
。
.
本
物
の
山
岳 

は
す
で
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
が
、
社
会
主
a
こ
そ
そ
の
唯
一
のI

者
で
‘
る 

と
い
ぅ
の
で
あ
る
0

.

 

■…

：

■■
:
:

ジ
ャ
コ
バ
シ
の
遺
産
允
^
い
て
も
ブ
ラ
シ
キ

ぅ
と
は
し
な
か
っ
た
。

口
ベ
ス
ピ
エ|
ル
の
名
と
関
連
し
た
諸̂

|*
0
を
彼
は
露
. 

骨
^
狒
擊
0
た
。
；ニ
彼
は
：ロ-<
ス
.ピ
エ
！
ル.を
、：：--
1最
高
存
在
の
礼
摔1—
を 

し
て
、
純
粋
の
無
迸
師
を
す
て
た
そ
の
宗
教
的
傾
向
と
偽
善
的
な
個
人
的
権
力 

■欲
，の
.
め̂
に
最
^
激
じ
ぐ
非
難
じ.、
，.
.さ
.ら
^
彼
を
自
分
の
..地
位
'を
強
化
..す
る
_た 

め
に
国
玉
.の
意
を
迎
£
て
故
意
に
ク
ぺ
ロ|:
ッ
 ̂

p

'パ.
の

僧

侶

’
の 

*■
を
迎
え
て
シ
マ-
1メ
.ッ
ト
を
倒
し
た「

早
熟
の
.ナ
ボ
レ
オ
ン」

'
と
酷
評
し 

た
：
。
' 

-

\

.
ブ
ラ
ン
キ
は
ジ
ャ
コ
、パ
ン
党
の
極
左
派
の
指
導
者
エ
ベ
丨
ル
と
そ
の
派
の
人 

々
に
深
い
同
情
を
も' っ
て
い
た
。
：そ
れ
ば
？
彼
に.ょ
れ
ば
、

こ
の
一
派
の
人
 々

が
革
命
：§
^
意
を
も
ス
て
常̂

づ
リ
か
.

_
と
|
^
.ぬ
^

^

じ

、
.
キ

リ

ス

ト

教 

を
排
擊
しV

徹
底
故
な
無
M

を
提
噴
し
た
が
ら
で
あ
る.̂
ブ
ラ
：

V

キ
は
，

H X

 

丨
认
ズ
-4
め
行
動
'を

絶

対

に

必

要

；な

革

命

的

意

^'
の

具

現

と

し

て

.
称

讚

J
M
0
.

c
l 

) 
J
a
c
q
u
e
s

 

Een§

 

(
1
7
5
7
1
1
7
9
4
)

通
称 

p

ぎ
① 

b
u
- 

o
h
e
s
B
e
. 

:

七
九
H
年
中
急
1
的
市
民
、
無
産
者
の
支
持
を5
け
て
工
ベ 

-
.
L ル
：派
.を
猪
成
し
た
”

.(2
..〕

'
.
.
s
p
i
t2

:
e
r
,

. A
l
a
n
.
.
.
.
B
.
”

 

.
T

h
e

.
'

.
r

e
v

o
l

u

c +i
o

n
a

r
v

 

.
T
h
i
g

o
r
i
e

s

 

o
f
.

 

L
o

u
i

s

 

A
u

g
u

s
t

e
 

B
l

a
n

q
u

i
.

 

1
9
5
7
.

 

p
.

 

1
2
5

.

こ
の
ょ
ぅ
に
土
，ベ
I
ル
派
に
対
し
て.並
々
な
ら
ぬ
共
鳴
を
示
し
..て
は
い
た
も 

の
の
、
ブ
ラ

ン
キ
は
決
し
.て
そ
の
蓝
流
で
は
な
か
つ
た
。
彼
の
社
会
主
義
が
こ 

の
..こ
と
を
許
さ
.な
.か
つ
た
。
し
か
ら
ば
^
が
ブ
ラ
ン
キ
を
一
個
の
単
な
る
政
治 

'的
急
進
主
義
者
か
らf

的
社
^
王
義
者
に
転
化
さ
：せ
た
：
か
と
い
え
ば
、
そ
の

生

因

は

フ

ラ

イ

ス

靠

の

霜

に

證

て

た

^
平

等

者

讓

い

め

讓

考

ハ

タ

.

I

.フ
の
思
想
と
運
動
で
あ
る0
.そ
し
て
，パ
ブ
：丨
フ'0
思
想
と
^
^
'の
：史
実
を
直 

接
に
彼
に
繁
し
た
も.の
：は
、

一:
$

者

籠

」

の
；残
存
者
の
--
人

免「

バ
ブ
丨 

フ
の
所
謂
平
等
の
无
め
の
陰
謀

」
(
c
o
n
s
p
i
H
a
t
i
o
n

tj
o
u
! 

F

砂galit

印
.
d
i
t
CD 

d
e

 .
B
a
b
e
u
f

,
1
8
2
8
)

を
書
い
た
イ
タ
リ
ア
人
ブ
オ
ナ
口
：
ッ

チ:9
^

w
a
o
. 

n
a
r
r
l
>

 .

で
あ
る
0
次
に
両
者
の
関
係
に
づ
い
て
少
し
く
述̂
ょ

ぅ
:0 

,

.

.

.

.

.

.

. .
,
:■:
.
-
 

-
, 

>

 

. 

.

八

. 

,

。

.

-

ブ
ラ
ン
中
と
バ
ブI

フ

主

義

と

、こ

れ

を

.

媒
介
し
た
ナ
.才
ナ
口
：
ッ
チ
と
の
関
連 

を
明
ら
が
祀
す
.る
に
は
少
し
く
溯,?
て
大
^
*
^
3̂
に
お
け
る
フ_.
フ
ン
ス
の
：政 

養

勸

の

：概
況
を
知
：つ
て
お
く
こ
と.が
.必
寒
で
あ
る
ぅ
。

い
：

.
V
I

七
九
七
年
芄
月
バブ
I

フ
の
刑
死
迟
ブ
オ
ナP
,

ッ
チ
、
ゼ
ル
マ.
ン
；̂

部 

.の
1

^
放
上
に
ょ
つ
で
-1
1

^

^
1_
'
:の
慕
ば
お
ろ
さ
れ
、-い
：ち
早
く
お
し 

_寄
せ
た
：反
動
の|3
催

に

バ

：
ブ1
ブ
主
義
は
一
応
そ
の
姿
を
消
し
て
し
まつた
。 

ニ

：七

：九

：七

难

4
-
-
S
.

ナ
ポ
レ
オ
ン
は
第
一
総
督
に
挙
げ
ら
れ
、
越
え
て
、

」

.八
©
一'一̂

^
総
督
と
：な

り
;'
さ
ぢ
に
一
''
八
0
:四
&

月
、,
'希
位
：に
#
奢
、
べ
以 

来
l

A

r五
苹
の
：役
落
ま
⑩
に
室
を
約
霉
問
汶
每
フ
ン
1:;
^

^

部

塑

全
3
.

(

丨
'
ロ
，
ザ

，
。
ハ
へ
に
君
臨
し
、

£

•

に
：
い

.
わ

^

る

難

本

る

.ナ

ポ

：
；
レ
：
才

'
ン

■ 

:

ブ

ラ

ン+-
.{4
関

.す

る

断

片

:

.,

時
代
を
現
出
し
た
。
抗
费
と
流
血
と
恐
怖
に
明
け
暮
れ
た
十
半
冏
に
わ
た
る
生

.
活

に

極

度

、
に

倦

み

疲

れ

果

：

H
V
、
：

ひ
：た

す

ら

馨

と

奮

を

鐘

し

て6
た
ア

ラ
ン
ス
国
民
は
、
今
や
眼
前
に
見
る
帝
政
の
偉
大
さ
と
美
観
と
に
全
く
魅
惑
さ

れ
て
^
す
い
、
！
労
働
者
階
級.さ
え
も
苗
ら
大
国
民
に
属
す
石
こ
と
を
、
い
た
く

光
栄
と
じ
て''
;

あ
え
て
不
平# '

の
不
幸
を
反#

す

,

^

習

を

す

ら

失

っ

て

し

ま

?
1。
：こ
の
時
代
を
通
じ
て
共|

義

の

努

カ

：
は

殆

;̂
ど

と

に

も

認

め

ら

れ

介

か
マ
た
。
そ
れ
で
は
共
i

義
は
果
b
て
.ほ
ん
と
ぅ
；に
忘
れ
て
し
ま
ら
た
のか

と
ぃ
ぇ
ば
、
決
し
て
そ
ぅ
で
は
，な
く
、
：
実
は
：、
ナ
ポ

.レ
オ
ン
：の.政
府
が
、
と
の

十
年
.の
間
、.
国
民
に
典
和
壬
義
の
忘.却
を
豫
い
：た
，の
で
あ
る
が
、
こ
の
政
策
は

.昨
日
：の

素

の
.佘
熱
が
^
だ
さ
あ
き
れ
な
い
セ
、
：
.共
和
主
義
：と
い
え
ば
革
命
の

こ
と
：で
あ
々
;
"
薄

命

と

；
：い

え

ば

直

^

に
恐
怖
政
治
を
濃
し
で
い
た
大
部
分
の

国
民
の
心
理
に
投
じ
て
、
そ
のi

に
会
^V

こ
と
一
が
な
か
：■

マ
た
。
そ
ん
な
わ
け

で

共

聖

義

再

建
,0
努
カ
は
事
実
上
、
ど.こ
に
も
見
る
こ
と
；は
で
き
な
か-?
た
。

,

■ 

.

.

.

.
■: 

. 

.
•

*
.
.
. 

. 

. 

+
•

.-
•.... 

■-
 

. 

. 

. 

: 

’ 

-
- 

.

.

-

m
 

,

c
l
v
M
e
n
c
i
e
r
,

 

G
©
o
H
g
e
s
; 

L
e

 

B
a
b
o
l
l
v
i
s
m
e
'

 

a
p
r
e
s

 

B
a
b
6
u

K» 

1
9
12. 

p. 

33.

厂
.

.

.

. 
ノ
 

. 

” 

」

.

I 

.

:

;
:と
と
.
.ろ
が
：ナ
^

レ
：
オ

：ン
：
が

妥

脚

_ル

て

、
：
：ル
：>
ィ

せ
ら
.れ
て
フ
ラ
ン
ス
壬
の
地
位
に
の:^
り
、
ブ
ル
ボ
ン
.王
朝
が
復
興
さ
れ
る
と 

ー
事
膚
1 :
1

し
喪
:;
;°

思

ぅ

に

ブ

：
：：
ル

雜

.

ン
.
：
王

潮

0
復
興
は
麗
国
の
勢
カ
に
ょ
っ 

て
フ
ラ
ン
ス
.11
1
民
の
上
に
強
制
さ
れ
た
も
の
で
、
決
し
て
フ
ラ
ン
大
国
民
多
数

の
承
認
.を
得
た
，;%
の
で
は
：な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
そ
の
政
府
も
ま
た
決
し
X

I

2
、
七
：I
V
.



。
の
'も
の
.と
は
い
え
な
い
。.'
,
こ
め
よ
S

な

見

解

が

ゥ

ィ

ー

ン

全

議

や

神

聖

同

盟

.
に 

“お
け
る
フ
ラ
シ
ス.政
府
0
,信
用
失
墜
や
フ
ラ
シ
ス
政
府
の
讓
、
無
能
な
労
働 

政
策
等
と
相
ま
っ
は
や
く
も
ブ
ル
ボ
シ
王
朝
^
倒
の
違
動
を
よ
ぴ
起
し
た

0 

こ

の

よ

；ぅ

な

M
r

が
久
し
く
姿
を
潜
め
で
い
た
共i

義
を
再
燃
さ
せ
る
こ
と
：
 

と
九
っ
た
の
；で
あ
る
が
、.そ

の

蓮

動

は

誰

よ

り

も

ま

ず

、
：
、
章

、
ぐ

知

識

階

級

珠 

に
。ハ
リ
の
学
生
達
を
と
ら
え
た。
.
：
'
.

.
こ

の

：
典

取

壬

義

の

，蓮

動

と

相

.

な
ら
ん
.■で
、
当
時
す
で
に.：い
わ
.ゆ
る
空
想
的
社.. 

童

義

が
発
坐
し
て
.い
た
と
：と
に
わ
れ
わ
れ
は塗

思
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た 

i 

.
と
え
.ば
サ
シ
シ
モ
ン
の
：著

作「I

ジ

ユ

ネ
.'
.
:
!
ヴ

住

民

：
の

書

簡

」
：

は

す

で

に

一

八
 

0
11

年
杧
出
版
さ
れ
て
お
り
、.同
じ
く
：

「

産
業
組
織」

は.一

八

一

九

年

に
->「

庫
 

業
者
の
政
治
問
答」

は
一
八
ニ
四
年
に
公f

れ
て
お
り
、
ま
た
フ
ー
リ
エ
の 

処

女

作「

四
違
動
理
論」

の
出
版
は1

八
〇
八
年
の
こ
と
で
あ
り
、

，

S

1
 

族

組

篇」

は
：ニ
八
.ー：三

芡

産

證

B

は
：
 
一C

ニ
九
年
に
刊
行
さ
れ 

.て
い
秀
，'し
か
し
、'
ー
：
サ

ン

：
シ

^

ン

や

ブ

ー

リ

.

エ
の
教
説
が
.壽

か

：ら
出
て
、
共 

鳴
者
を
得
て
、
実

懂

動
に
乗
っ
た
め
は
一
八ニ
0
素

，の
, ^
り
頃
か
ら
の
こ 

.と
で
：あ
っ
て
、
王
政
復
古
以
来
、
行
わ
れ
た
急
進
蓮
動
の
主
力
を
な
す
も
の
は
、

. 

サ
ン
シ
モ
：ン
主
義
で
も
フ
ー
リ'

H

主
義
で
も
な
く
、
復
古
ブ
ル
ボ
ン
主
朝
の
到 

滅
を
直
次
の
：因
的
と
し
た
共_

義
の
運
動
セ
：あ
つ
て
、
‘
'そ
.の
中
に
は
.共
和
的 

民
主
主
義
者
、'-
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
、
山
岳
派
、.ロ
べ
：：ス
ゼ
干
！
ル
派
、
バ
ブ
丨
フ.
 

主
義
者
等
の
異
分
子
を
含
ん
；で
い
た
の
で
.

.̂0
.

(

1)

z
rt
>
>
v
a
(t
>
>
w

A
l
e
x
a
n
d
r
e

 ; 

A
u
g
u
s
t

 e
w
l
a
n
q
u
i
'
p
a
t
r
i
o
t
e
.
e
t

祭

•

ニ

四

(

一
七
.ニ)
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■ 
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. 
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•

‘ S
o
c
i
a
l
i
s
t
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f
r
a
n
g
a
i
s
.

 

1920. 

p. 

6
}
7
.

,'1:

八

--
-
八
年
九
月
、
。ハ
：リ
:f

c

「

真
耽
の
友」

(
L
e
s

 A
m
i
s

 d
e

 

la. 
v
§
r
i
t<t
>
>

) 

と
称
す
る
秘
|
?
^
#が
生
れ
た
.。
そ
'の
指
導
者
の
中
に
は
後
に
サ
シ
シ
モ
ン 

主
義
者
と
し
：て
有
名
に
な
っ
た
バ
ザ
ー
ル
と

ビ
：：H

シ
エ
ー
の
名
が
見
い
だ
さ
れ 

る
。
こ
の
結
社
の
直
接
の
目
的
は
ブ
ル
ボ
シ
芏
朝
の
打
倒
に
あ
っ
た
が
、
そ
の 

指
導
者
達
が
：.い
ず
れ
も
共
和
主
義
者
で
あ
り
、：
ま
た
ナ
ポ
レ
オ
ン
嫌
い
で
あ
っ 

た
こ
：と
か
ら
見
れ
ば.、

-
の
璧
の
窮
極
の
目
標
は
た
し
.か
に
共
和
王
義
の
実 

現
に
あ
、った
こ
；と
は..疑
1

な
い
と
，こ
ろ
で
あ
る
0

:

ナ
ポ
レ
オ
ン
没
落
後
に
復
位 

レ

た

：ブ
、
ル
：ボ

^

壬
朝
の
‘ル
ィ
十
八
世
.(

在
.位

|
:
八
一；
四
年
1

1

八
一
一
四
年)

は 

ゥ
ィ
I
ン
，.会
議
:#
の
.反
動
的
§

に
：乗
じ
て
、
旧
制
度
へ
復
帰
し
、

ヨ
I
卩
ッ 

パ
.
の

自

由

主

義

運

動

の

：弾

芘

に

協

カ

す

る

な

ど

：
1
.
連

の

反

動

政

策

を

行

っ

た

.
の 

で
、
次
第
に
フ
ラ
ン
ス

の

革

新

勢

力

の

反

感

を

深

め

'
つ

つ

あ

-?
た
。
こ
の
ょ
ぅ 

な
政
状
の
.中

に
:-
~
1真
理
め
友
1
は
結
成
咨
取
た
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
会
員
と
し 

.て
。ハ
リ
の
多
徽
め
：青
年
や
学
生
等
を
獲
得
1>
た
が
、へ
思
想
的
に
見
れ
ば
共
聖 

義
者
を
始
め
、
：ボ
ナ
パ
ル
トM
、
：
革
党
異
分
子
、
そ
れ
に
少
数
の
パブ丨
フ

主 

義
者
を
も
含
ん
で
い
た
。
：
一
八

 
一.5

申
、

拳
法
め
反
®
的
改
正
の
問
題
に
踹 

を
発
^
た
パ
リ
の
.騒
擾
^
件
の
余
波
を
ぅ
计
て
、
り
こ
の
結
社
の
指
導
部
は
四
散

し
て
し
ま
？
た
。

.
:-
，

.

'

.

.. 

.

.

.

.

.

. 

.

.

.

-■ 

'

c
l

) 

W
eill, 

G
o
o
r
g
e
s
; H

i
s
t
o
i
r
e

 d
u

 

p
a
r
t
i

 

r

fl>\publicain 

e
n

(

2)

. wlanc-;.. Hlstoire. d
e
.
d
i
x

 

Ans.. N
o
u
v
e
l
l
e
.

 E
d
.

 

T
.

 

I. 

p. 

84, 

92. 

S
e
n
c
i
e
r
; 

o
d
. 

cit., 

p. 

36.

九

..
'

• 

. 

■ 

. 

丫

.「

真
现
.の
友」

：の
解
散
の
跡
をう
け
て
、

i

Aニ
ー 

年
五
月
、「

フ
ラ
ン
ス
•
 

力
ル
ボ
ナ
リ」

p

a ..charbolmerle 

f
r

-pn
9a

i
s
e
)

と

称

す

る

秘

！
^

社

が 

新
た
に
生
れ
た
。
こ
.

の
結
社
は
プ
ラ
ン
キ
が
生
れ
て
始
め
て
参
加
し
た
最
初
の 

政
治
的
秘
密
結
社で
あ
る
と
い
う
^
で
罾
双
㈱
い
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
砠
ぼ 

や
戦
術
の
方
式
がひ
と
り
プ

ラ

ン

.
キ

に
と
っ
て
だ
け
で
•な
く
、
彼
を
通
：
じ
て
広 

く
そ
の
後
の
政
治
運
動
や
社
会
運
動
の
上
，の
不
抜
の
伝
雜

と

な

り

、
.
ひ

い

て

は 

今
P
の
国
際
共
産
主
義
運
動
の
基
本
的
な
パタ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
意 

味
で
一
層
わ
れ
わ
れ
に
と
っ•て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

.

政

治

的

秘

讓

社「

フ
ラ
ン
ス
*
カ
ル
ボ
ナ
リ
.

J 

.

の
：カ
ル
ボ
ナ
リ(char- 

l
o
o
n
n
e
r
i
e
)

は
イ
タ
リ
ア
語
のO
P
Hげo
y
a
H
o
の
訳
語
で
あ
っ
て
、
直
ち
に
イ 

'
タ
リ
ア
の
:「

カ
ル
ボ
ナ
リ」

'と
の
.
§
な
る
関
連
を
思
わ
せ
る
。
事

実

「

フ
ラ 

ン
ス
.
カ
ル
ボ
ナ
リ」

は
そ
の
組
織
、
戦
術
の
方
式
に
お.い
て
、
全
く
イ
タ
リ 

f

の
そ
れ
を
摸
倣
し
て
つ
く
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
イ
タ
リ
ア

•

力 

ル
ボ
ナ
リ
の
フ
ラ
シ
久
版
と
い
っ
て
差
支
克
な
い
と
思
う
。

イ
タ
リ
ア
に「

カ
ル
ボ
ナ
リ」

,(

炭
焼
党)

と
い
う
政
i

密
結
社
が
生
れ 

た
の
は
一
八
一
九
平
の
こ
と
で
あ
る
。

..
 +

-
\

.
 

.

.

.

. 

'
.
: 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

.

ン(

.
1

)

.
，
.
炭

焼

き

は

イ
タ
リ
ア

.
で
.は
，最
も
卑
賤
な
職
業
と
され
.て
.
い
.
る
が
、、自

ヅ
ラ
ン
キ
に
関
す
：る
断£
1
:

.

由
主
義
者
は
支
配
階
級
に
対
抗
.す
.る
た
め
に
敗
意
に
こ
の
ょ
う
な
名
称
を 

:,

選
ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
？

ナ
ポ
V 

.
才
ン
0
イ
タ
リ
ア
征
服
は
、
イ
タ
リ
ア
に
お
け
石
自
由
主
義
思
想
を 

刺
激
し
、
イ
タ
リ
ア
人.の
.国
民
意
識
を
'高
揚
し
た
0
し
か
る
に一
八
一
五
年
の 

ゥ
ィ
ー
ン
体
制
は
イ
タ
リ
ア
人
を
ひ
ど
く
失
望
さ
せ
、：：辣
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
ゝ
の 

度
重
な
る
干
渉
と
圧
迫
と
に
対
し
て
極
度
の
反
感
を
い
だ
き
、
外
国
の
支
配
か 

ら
脱
し
.て
、
民
族
の
自
；

S

と
新
し
い
イ
タ
リ
ア
の
統
一
の
実
現
をU
指
し
て
、
 

多
く
の
：政
治
的
秘
密
結
社
が
相
つ
い
で
結
成
さ
れ
た
。
.そ
の
中
で

^
も
有
力
で 

あ
っ
.た
も
め
が
、

こ
と
に.い

う「

ヵ
ル
ボ
ナ
リ」

：
で
あ
っ
て
、
ナ
ポ
リ
王
国
を 

初
め
イ
タ
リ
ア
全
土
に
苴
っ
て
多
数
の
党
員
を
も
ち
、I

八一

1〇
年
に
は
フ
ェ 

ル
デ

ィ
ナ
ン
.ド
七
世
の
苟
酷
な
反
動
政
策
に
反
対
し
て
、

ナ
ポ
リ
に
革
命
を
起 

し
、
国
王
に
迫
っ
て.立
憲
制
を
復
活
さ
せ
た
が
、

メ
ッ
テ
ル

>1

ッ
ヒ
は
煦
国
同 

盟
を1̂0^.

に
オ
I
ス
.ト
リ
ア
、.
.フ
'
.ラ
ン
.ス
.
両

国

の

武

力

を

も

，
っ
，
て

こ

.

れ
を
鎮
K 

し
た
。
. 

.

.

.
■

. /
V

こ
れ
よ
り
さ
き

フ
ラ
ン
ス
で
は
、さ
き
.

に
述
べ
た
よ
'う
に
、「

真
理
の
友」

水 

件
が
あ
り
、
こ

れ
に
連
坐
し
て
国̂
：

If

放
の
刑
を
う
け
たDu

g
i
e
d
,

 J
o
u
b
e
r
t

 

の
二
人
の
革
命
家
は
イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ

>2

亡
命
し
た
が
、
時
恰
も
こ
の
地
は 

革
命
騒
ぎ
の
渦
电
で
あ
っ
た.0'
彼

ら

も「

ヵ
ル
ボ
ナ
リ」

に
加
わ
っ
て
革
命
の 

た
め
に
活
動
し
た
が
、$

の
靡
に
よ
っ
て
、'辛
う
じ
て
フ
ラ
ン
ス
に
.帰
っ 

て
き
た
。
^'
分

リ

ケ

：
か
：
ら

「

.ヵ
ル
ボ
ナ
リ
.

」

の

組

織

や

戦

^

:

式

の

秘

密

を

持
 

ち
帰
っ
た
前
記：

Q
H

入
は
、
こ.れ

を
.
5狸
の
友j

:

の
幹
部
の
人
々sa

z
a
r
d
,

一
五

ニ

七

ー
5



B
u

c
h

e
z

,

 

p
l

o
t

a
r

d
)
，

に

示

し

、
彼

ら

と

相

計

づ

.
ズ
葙
の
方
式
に
則
っ
て
、
ブ 

ル
ボ
ン
3 1

朝

の

打

倒

を

膨

後

：：

1:
標
と
す
る
政
歡
秘
|

^

社
^ '

つ

く

る

こ

ど

：と
.な

/ 

つ
.た
.
0
.
'

.

. 

....
 

.

.

. 

. 

一

B
a

z
a

r
d

は
後
に
.サ
ン
シ
モ
ン
派•
.の
指
缚
者
.と

な

りBu
c

h
e

r
.

も 

一
時
サ
；ン
シ
モ
ン
派
：に
屈
し
た
が
後
に
ギ
リ
ス
ト
社
会
主
義
に
転
じ
た
。

:

;

■

.

:■
:

;

'

'

.

.

V

.

■■ 

も
と
も
と
イ
タ
リ
ア
：の
カ
ル
ボ
ナ
リ
党
の
方
炙
は
宗
教
的
、
神
秘
的
性
格
が 

杂
り
に
%
強
く
、
，そ
の
ま
ま
で
は
到
底7
ラ
ン
ス
に
す
る
こ
と
は
で
き
な 

い
の
で
.、
こ
れ
令
フ
.ラ
ン
ス
の
知
識
層
の
わ
り
合
理
的
思
想
に
調
和
す
る
ょ
ぅ 

に
翻
案
し
修
亚
し.な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
ぅ
し
て
一
八
一
一
一
年
五
月
、

「

フ
ラ
ン
ス
•

カ

ル

ボ

，
ナ

リ

」

と

い

ぅ

i

結

i

生

れ

.
る

に

至

つ

た

。

.
さ

^

に
，
解

.散

し

，た

—1
真

理

'
の

友

」

、
と

同

様

..

に

「

フ
ラ
シ
ス
力
■ル
ボ
ナ
リ
1- 

も
決
し
て
純
粋
に
共
和
王
義
を
奉
ず
る
結
社
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
っ
て
、
む 

し
ろ
補
々
異
っ
た.原
1:
を
奉
ず
る
分
子
か
ら
成
る
と
こ
ろ
の
、
.
.い
わ
ば
.一
揮
の

-

 

- 

r
y
-

霞
的
な
結
社
と
も
過
渡
的
な
団
結
と
も
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
思
想
的
に 

見
れ
ば
共
i

義
者
の
外
に
ポ
チ
パ.ル
ト
派
、
：主
觉
異
分
子' 
パ
ブ
！
フ
生
義：：' 

者
等
が
あ
り
、
職
業
的
に
は
士
官
、
兵
士
、
学
坐
、
熟
練
職
人
等
が
含
ま
れ
て 

い
た
"
党
は
ま
た
た
く
間
に
。ハ
リ
全
市
に
広
が
り
、
ま
も
な
く
地
方
都
市
に
及 

び
、
' 当
時
、

フ
ラ
ン
ス.は
カ
ル
.ボ
ナ
リ
の
細
胞
網
に
蔽
わ
れ
た
と
い
わ
れ
て
•い 

る
。
'

5
 

V
. T

c
i
e
s
o
^

' L
e

 p
a
r
t
i

 

r
^
u
b
H
c
a
i
n
，s
o
n
s

 l
a m

§
a
r
c
h
i
e

 

d
e

 

j
a
n
e
,
t
,
1
9
0
1
，
p
,
4
8
.

-
:5
iフ
シ
ス
ソ
，

：

ガ
：ル
ボ
：ナ
リ

」

，
の
中̂
^

っ
た
が
、
バ
ザ
ー
ル
、.ビ
h

y

.

rフ
ロ
.タ
ー
ル
等
の
指
導
者
の
共
編
し
た 

党
文
書
に
は_rK

要
次
.
の

如

き

意

味

の

と

、
と
.

が
書
か
れ
て
い
た。
.
/

、靡
は
権
利
で
な
く
、
し
か
も
ブ
ル
ボ
ン
家
は
外
国
人
の
手
で
再
興
さ
れ
た 

も
の
で
あ
る
か
ら
、
カ
ル
ボ
ナ
リ
党
員.は
、

フ
ラ
ン
ス
国
民
に
対
し
て
、
国
民 

に
適
合
し
た
政
府
を
選
択
す
る
権
利
の
自
由
:&
る
行
使
を
#
ぅ
る
た
め
に
結
朿 

す
る
も
の
で
.あ
る
。
そ
れ
は
国
民
的
主
権
の
何
物
か
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
な 

い
で
、
そ
れ
を
布
告
す
る
亡

AJ.

で
あ
る
。.
用
語
は
曖
昧
で
：あ

れ

ば

「

そ
れ
だ
け 

.一
層
よ
く
、'
い
ろ
い
ろ
な
怨
很
や
憎
恶
に
格
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
大 

規
模
に
.陰
謀
を
起
す
こ
と
で
あ
る
。：
.
_
,
絶
大
な
靈
を
も
っ
て
。
し
か
も
、
未
来 

を
考
え
ず
、•

傭
的
な
研
究
も
な
く
、.た
，だ
、
あ
ら
ゆ
る
奔
放
な
感
情
の
赴
く 

が
ま
ま
：に。」

.
■

.

.

-

 

.

 

;

 

■

.

.

.

 .

 

.

.

.
:

(

1)
B
l
a
n
c
,

 

.
L
O
&
.
;
H
i
s
t
o
i
H
e
d
e
d
i
x

 

a
n
s

 T
.

 

I, 

p
.

 

9
8
1
9
9
、

ま
た
当
時
の
警
察
密
偵
と
し
て.湩

々
の
秘
®

^:
に
潜
入
し
、
活
動
し
て

「

■ 

密
結
社
と
共
和
党
の
歴
史

」

を
著
し
た
ド.
ラ
•

オ
ッ
ほ
の
い
ぅ
と
こ
ろ
も
大 

体
そ
れ
を
裏
#
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
カ
ル
ボ
ナ
リ
党
は
確
乎
と
し
た
原
理 

•を
も
た
な
か
つ

た

。
プ
ル
ボ
ン
家
の
打
倒
を
目
指
す
と
こ
ろ
の
意
見
な
ら
ば
、-

か
な
る
意
見
で
も
受
け
入
れ
た
と
い.-?
て
い
る
。
要
す
る
に
そ
れ
は
ブ
ル
ボ
ン 

王
政
.に
対
す
る
組
織
的
抵
抗
で
あ
り
た
。
統
一
的
な
ィ
デ
オ

y

ギ
ー
を
か
か
げ
. 

る
こ
と
は
ブ
ル
ボ
ン
壬
朝
打
倒
の
た
め
に
共
I

義
者
、
戦
闘
的
ボ
ボ
パ
ル
ト 

,
派
、
オ
ル
レ
ア 

ー|
ス
：ト
：、.新
ジ
.ャ
コ
バ
ン
派
の̂

:ー
的
な
^

^
を
求
め
る
^
と 

を
不
可
能
に
す
る
結
果
に
众
る
。
：
'.
こ
の
よ
ぅ
な
意
味
か
ら
ヵ
ル
ボ
チ
ヴ
は
行
動 

:

に
重
点
を
お
く
。
従
っ
て
そ
の
原
理
の.雜
拙
瞹
昧
で
あ
る
の
に
く
ら
べ
て
、
そ 

の
組
織
は
極
办
て
強
カ
で
驚
嘆
す
べ
き
も
の
で
れ
る
0;:
;
こ

こ

で

そ

の

組

織

の

方
 

式
の
詳
細
を
語
る
い
と
ま
が
な
い
が
、
そ
の
i

形
態
が
驚
嘆
す
べ
き
機
動
力 

と
浸
透
カ
と
秘
樹̂

^
力
を
備
え
て
お
り
、
軍
隊
的
に
^
^
な
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